
総
名
妙
法
蓮
華
経
と

一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

１
　
総
名
妙
法
蓮
華
経
に
つ
い
て

２
　
一
念
三
千
の
出
処
に
つ
い
て

３
　
内
鑑
と
外
宜
の
一
念
三
千
に
つ
い
て

４
　
三
千
法
相
の
構
成
に
つ
い
て

５
　
台
当
に
於
け
る
十
界
の
見
解
に
つ
い
て

６
　
三
千
法
相
の
意
義
に
つ
い
て

７
　
体
外
三
千
と
体
内
三
千
の
異
目
に
つ
い
て

８
　
一
念
三
千
の
能
所
総
別
に
つ
い
て

９
　
総
名
妙
法
蓮
華
経
と
別
体
事
具
三
千
の
同
異
に
つ
い
て

１０
　
妙
法
は
能
裏
、
三
千
は
所
裏
の
関
係
に
つ
い
て

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

山
申 ^

島

正

典
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

一
　

総
名
妙
法
蓮
華
経
に

つ
い
て

総
名
妙
法
蓮
華
経
と

一
念
三
千
の
関
係
は
能
所
総
別
の
関
係
、
即
ち
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
能
生
、
能
摂
、
能
開
の
徳
を
持
て
い
る
故
に

総
持
、
総
在
、
総
名
、
総
体
と
言
う
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
能
生
と
は
能
開
、
能
摂
の
徳
を
摂
め
た
も
の
で
、
能
開
と
は
総
名
妙
法
蓮
華

経
よ
り
述
中
諸
経
、
諸
仏
菩
薩
諸
土
を
従

一
出
多
す
る
こ
と
で
あ
り
能
摂
と
は
総
名
妙
法
蓮
華
経
に
述
中
諸
経
、
諸
仏
菩
薩
、
諸
上
を
摂

め
た
も
の
即
ち
従
多
帰

一
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
総
名
、
総
在
、
総
体
と
い
う
の
は
能
生
の
徳
を
持
っ
た
根
本
で
あ
り
、
別
体
を
総
し

て
い
る
故
に
か
く
い
う
の
で
あ
り
、
能
生
は
堅
の
関
係
を
意
味
し
冥
合
は
横
の
関
係
を
意
味
す
る
も
の
で
こ
の
堅
横
の
関
係
を
綜
合
す
る

も
の
が
、
総
名
、
総
持
、
総
在
、
総
体
な
の
で
あ
り
ま
す
。

一
念
三
千
は
だ
か
ら
所
生

・
所
開

・
所
摂

・
別
体
の
関
係
に
あ
る
と
申
せ
ま
す
。

こ
の
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
如
何
な
る
経
典
に
説
か
れ
て
い
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
言
う
迄
も
な
く
本
地
総
体
門
た
る
本
門
八
品

に
説
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
本
尊
抄

（縮
九
四
〇
）
略
明
の
段
に

述
門
十
四
品
二未
¨
説
¨
之
フ於
一
モ法
華
経
ノ
内
一時
機
未
熟
故
ナ
ル欺
Ｏ
此
本
門
ノ
肝
心
ノ
於
一
ハ南
無
妙
法
蓮
華
経

不
レ
付
二属
シ土
ハ之
一
何
二況
ヤ其
己
下
フャ
乎
。
但
召
一テ地
涌
千
界
一説
一
八
品
一付
二属
シェ
フ之
一。フ

如
レ
是

之
八
年
之
間

但
限
一一八
品
↓

と
妙
判
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

即
ち
こ
の
御
妙
判
に
つ
い
て
門
祖
日
隆
聖
人
の
御
科
文
に
よ
り
拝
見
す
れ
ば
、
先
づ
、

総
じ
て
滅
後
総
付
流
通
意
別
に
約
し
て
本
門
上
行
別
付
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
本
尊
の
正
鉢
を
宣
ぶ
。

ノ
五
字
一仏
猶
文
殊
薬
王
等
二

本
尊
ハ在
世
五
十
余
年
二
無
¨
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と
御
科
文
あ
り
こ
の
文
分
れ
て
二
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

初
に
結
前
生
後
、
結
前
は
破
を
論
じ
、
生
後
は
立
を
用
ふ

と
あ
り
、
次
に

末
法
相
応
の
本
門
の
本
尊
を
立
つ
る
こ
と
を
明
す

と
あ
り
、
こ
れ
が
分
れ
て
二
と
な
り
、
初
に

能
付
の
人
並
に
本
尊
の
立
所
を
明
す

と
御
科
文
あ
り
総
名
妙
法
蓮
華
経
の
立
所
を
明
さ
れ
、
更
に
こ
れ
を
結
ば
れ
て
、
御
科
文
に
、

末
法
相
応
の
本
門
の
本
尊
を
結
成
す
。
と
御
科
文
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
述
ぶ
れ
ば
、
初
に

総
じ
て
滅
後
総
付
流
通
意
別
に
約
し
て
、
本
門
上
行
別
付
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
本
尊
の
正
体
を
宣
ぶ

と
御
科
文
あ
る
の
は
、

総
付
滅
後
と
は
、
神
力
品
の
付
属
の
教
義
に
よ
る
も
の
に
し
て
、
本
地
本
門
法
華
経
に
よ
れ
ば
久
遠
報
身
本
仏
が
、
弟
子
上
行
菩
薩
に

滅
後
の
弘
通
を
付
属
す
る
時
、
経
文
に

「
爾
時
仏
告
上
行
等
菩
薩
大
衆
」
と
あ
り
て
本
仏
減
後
の
正
像
末
三
時
の
弘
通
を
上
行
菩
薩
に
総

じ
て
付
属
さ
れ
た
の
を
総
付
滅
後
と
な
し
、

流
通
意
別
と
は
、
嘱
累
付
属
の
教
義
に
よ
る
も
の
で
、
重
ね
て
本
化
述
化
等
に
滅
後
正
像
末
の
弘
通
を
付
属
す
る
時
、
正
法
の
弘
通
を

迦
葉
、
阿
難
等
に
付
し
、
像
法
の
弘
通
を
述
化
の
菩
薩
に
付
し
、
末
法
の
弘
通
を
本
化
の
菩
薩
に
付
属
さ
れ
た
も
の
で
こ
れ
を
流
通
意
別

と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

今
本
門
の
本
尊
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
滅
後
末
法
下
種
の
本
尊
な
る
故
に
別
し
て
下
種
の
導
師
た
る
上
行
菩
薩
に
付
属
す
る
と
い
う

義
に
よ
つ
て
本
尊
の
正
体
を
顕
わ
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
御
科
文
に

結
前
生
後
、
結
前
は
破
を
論
じ
、
生
後
は
立
を
用
ふ

と
あ
る
の
は
、
御
妙
判
に

沐
言
甲
丁
四
口口ロ
ニ未
ヤ
説
Ｐ
Ｚ
フ・於
一
そ法
華
豪
位
ノエｎ
諄
町
機
未
熱
一
故
一　
鮎ふ
。

と
あ
る
に
対
し
て
科
文
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
結
前
は
破
を
論
じ
、
生
後
は
立
を
用
ふ
と
あ
る
の
は
、
述
中
在
世
五
十
余
年
の
諸
経

を
破
し
て
本
地
を
顕
わ
し
、
別
し
て
本
地
の
中
に
あ
り
て
は

一
品
二
半
の
本
地
の
脱
理
を
破
し
て
、
生
後
の
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華

経
を
用
立
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
述
門
十
四
品
に
は
未
だ
こ
れ
を
説
か
ず
と
あ
る
の
は
述
中
在
世
五
十
余
年
の
経
々
に
は
こ
の
本
門
の
肝

心
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
説
か
れ
て
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。

故
に
結
前
と
は
四
十
五
字
の
一
念
三
千
を
明
せ
る
文
を
結
び
て
述
中
十
四
品

（述
中
諸
経
）
に
未
だ
こ
れ
を
説
か
ず
、
時
機
未
熟
の
故

な
る
欺
、
と
四
十
五
字
を
結
ば
れ
た
の
で
あ
り
、
生
後
と
は
此
の
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
等
と
生
後
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て
結
前
は
破
を
論
ず
る
故
に
本
地
別
体
門
の
本
脱

一
品
二
半
を
以
て
述
中
の
諸
経
を
破
し
て
、　
２

品
二
半
前
立
法
門
）
本
地
総

体
門
の
種
子
下
種
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
顕
わ
し
て
付
属
す
る
本
門
八
品
を
顕
わ
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
本
脱

一
品
二
半
を
総

体
門
の
本
地
本
門
八
品
体
内
の
正
宗
寿
量
品
の
種
子
に
よ
つ
て
破
し
て
、
は
じ
め
て
下
種
の
本
尊
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
。

本
文

（本
尊
抄
）
に
あ
る
述
門
十
四
品
と
は
、
次
下
の
説
八
品
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
此
の
八
品
は
本
地
本
門
八
品
に
し
て
述
中
の
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八
品
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
本
地
八
品
に
相
対
さ
れ
る
述
門
十
四
品
で
あ
り
ま
す
か
ら
こ
の
述
門
と
い
う
の
は
当
然
述
中
の
諸

経
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

又
本
文
の
今
本
時
娑
婆
…
…
三
種
世
間
是
也
。
と
あ
る
本
地
別
体
門
の
本
脱

一
品
二
半
に
対
す
る
も
、
述
門
十
四
品
に
こ
れ
を
説
か
ず

と
あ
る
の
は
述
中
諸
経
を
総
括
し
て
述
門
十
四
品
に
収
め
て
述
門
十
四
品
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
若
し
述
門
十
四
品
と
あ
る
の
は

本
門
十
四
品
に
対
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
後
の
本
文
に
在
る
在
世
五
十
余
年
に
こ
れ
な
し
但
限
八
品
の
文
に
相
応
し
な
く
な
る
の
で
あ
り

ま
す
。
故
に
述
門
十
四
品
と
は
前
述
の
如
く
述
中
の
諸
経
を
述
門
十
四
品
に
収
め
て
述
中
諸
経
の
意
を
以
て
て
述
門
十
四
品
と
仰
せ
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

述
門
十
四
品
に
未
だ
之
を
説
か
ず
と
あ
る
、
之
の

一
字
は
結
前
の
文
に
対
す
れ
ば
四
十
五
字
の
一
念
三
千
の
法
体
を
指
す
も
の
で
あ

り
、
生
後
の
文
に
対
す
れ
ば
、
本
門
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。　
一
念
三
千
の
法
体
た
る
本
地

一
品

二
半

の
本

脱
、
即
ち
本
因
果
国
三
妙
合
論
の
理
事
の
一
念
三
千
と
、
本
地
総
体
門
の
本
地
本
門
八
品
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
相
望
し
て
本
地
の

総
別
を
明
確
に
す
る
為
、
御
科
文
は
、
述
門
十
四
品
未
説
之
等
の
文
を
結
前
生
後
と
科
文
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

若
し
破
顕
に
約
す
れ
ば
、
述
門
十
四
品
未
説
之
と
述
中
諸
経
を
破
し
、
生
後
の
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
顕
す
も
の
で
あ
り
、

随
て
法
華
経
の
中
に
於
て
も
と
あ
る
法
華
経
は
本
地
本
門
総
体
門
の
法
華
経
で
あ
り
ま
す
。

次
に
末
法
相
応
の
本
門
の
本
尊
を
立
つ
る
こ
と
を
明
す
。
と
科
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
分
れ
て
、

能
付
の
人
並
に
本
尊
の
立
所
を
明
す
。

と
科
文
せ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
そ
の
本
文
は
、

此
本
門
ノ肝
心
於
電
南
無
妙
法
蓮
華
経
ノ
五
字
一仏
猶
文
殊
薬
王
等
二
不
レ付
二属
シタ
ス
之
ゃ
何
二況
ヤ其
己
下
フャ乎
。
但
召
一地
涌
千
界
一説
一

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

―- 29 -―



総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

八
品
一付
二属
　
　
之
一。

此
の
本
門
の
肝
心
…
…
之
を
付
属
す
。

と
あ
る
の
は
能
付
の
人
を
示
す
と
同
時
に
本
尊
の
立
処
を
明
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
別
し
て
仏
と
は
能
付
の
人
、
猶
文
殊
等
は
所
付
の
人

に
し
て
、
そ
の
所
付
の
人
に
就
て
、
猶
文
殊
…
…
付
属
し
玉
は
ず
如
何
に
況
や
其
の
己
下
を
や
の
、
文
は
述
化
を
簡
捨
し
、
但
召
地
涌
等

の
文
は
本
化
を
簡
取
す
る
こ
と
で
あ
り
、
説
八
品
の
文
は
本
尊
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
立
処
を
明
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
説
八
品
付
属
之
の
文

は
八
品
付
属
を
明
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
但
召
地
涌
付
属
等
の
文
は
上
行
付
属
を
明
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

本
文
の
此
の
本
門
の
肝
心
と
は
木
地
八
品
の
総
要
を
肝
心
と
云
ひ
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
上
行
付
属
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
、
本
門
の

肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
下
種
の
本
尊
で
あ
る
故
に
入
品
付
属

・
上
行
付
属

が
な
け
れ
ば
下

種
と
な
ら
な
い
故
に
説
八
品
と
但
召
地
涌

付
属
之
と
あ
り
て
本
尊
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
立
処

（
ア
リ
ド
コ
ロ
）
が
分
明
と
な
る
の
で
あ
り
、
別
し
て
委
し
く
い
え
ば
、
説
八
品

は
本
尊
の
立
処
で
あ
り
、
八
品
付
属
が
又
本
尊
の
立
処
で
あ
り
、
上
行
付
属
が
本
尊
の
立
処
で
あ
り
ま
す
。
故
に
本
尊
の
ア
リ
ド
コ
ロ
は

説
八
品
、
八
品
付
属
、
上
行
付
属
の
三
者

一
体
を
な
し
て
下
種
の
本
尊
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
経
文
に
就
て
い

え
ば
本
地
本
門
八
品
は
本
尊
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
立
処
で
あ
り
、
八
品
付
属
で
あ
り
、
上
行
付
属
で
あ
り
ま
す
。
故
に
こ
の
本
文
に

は
、一

に
は
本
門
の
本
尊
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
付
属
す
る
義
と
、

二
は
本
門
の
本
尊
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
顕
わ
す
立
処
の
義
の
二
義
を
合
め
て
御
科
文
に
能
付
の
人
並
び
に
本
尊
の
立
処
を
明
す
と

科
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
若
し

一
の
義
を
も
つ
て
言
え
ば
本
地
本
門
法
華
経
の
本
尊
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
本
地
本
門
の
肝
心
南
無
妙

法
蓮
華
経
の
本
尊
で
あ
る
か
ら
述
中
述
化
の
文
殊
普
賢
等
に
付
属
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
況
ん
や
そ
れ
己
下
の
二
乗
人
天
等
に
付
属
す
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る
こ
と
は
な
い
故
に
本
地
久
遠
の
報
身
本
仏
は
述
化
を
簡
捨
し
て
但
だ
地
涌
千

界
の
本
化
を
召
し
出
し
て
本
門
八
品
を
説
て

（八
品
付

属
）
本
化
上
行
菩
薩
に
本
門
の
本
尊
た
る
総
名
妙
法
蓮
華
経
を
付
属
せ
ら
れ
た

（上
行
付
属
）
の
で
あ
り
ま
す
。

二
の
義
を
と
り
ま
す
と
、
本
地
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
本
尊
は
も
と
よ
り
本
地
本
門
法
華
経

（本
地
総
体
門
の
本
地
八
品
）

の
本
尊
で
あ
る
か
ら
述
中
の
諸
経
に
説
き
顕
わ
さ
れ
る
筈
は
な
い
、
随
つ
て
述
化
の
文
殊
薬
王
等
に
付
属
さ
れ
る
筈
は
な
く
、
況
や
其
己

下
は
い
う
迄
も
な
い
故
に
述
化
を
簡
捨
し
て
但
地
涌
千
界
を
召
し
て
本
地
本
門
八
品
を
説
き
て

（本
尊
の
立
処
）
上
行
菩
薩
に
付
属
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
と
本
門
の
本
尊
の
立
処
は
本
地
本
門
に
限
る
こ
と
を
あ
ら
わ
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
八
品
に
の
み
説
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
以
下
の
文
に
、

是
の
如
き
本
尊
は
在
世
五
十
余
年
に
こ
れ
な
し
、
八
年
の
間
に
も
但
八
品
に
限
る

と
あ
る
に
よ
つ
て

一
層
明
確
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
文
に

如
レ是

本
尊

在
世
五
十
余
年

缶
げ
之
八
年
之
間

但
限
一一八
品
一

と
御
科
文
さ
れ
、

末
法
相
応
の
本
門
の
本
尊
を
結
成
す

と

あ

り

、

こ
の
本
尊
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
上
行
所
伝
本
因
下
種
の
総
名
妙
法
蓮
華
経
本
尊
に
し
て
末
法
下
種
の
時
機
に
相
応
せ
る
本
尊
総
名
妙
法

蓮
華
経
に
し
て
、
下
種
の
本
尊
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
述
中
諸
経
に
明
す
述
中
三
世
十
方
法
界
の
微
塵
の
法
仏
身
上
の
諸
経
を
破
述
し
顕
わ

さ
れ
本
地
の
法
仏
身
土
を
総
在
せ
る
本
尊
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、
此
の
下
種
の
本
尊
妙
法
蓮
華
経
は
本
地
本
門
八
品
に
顕
わ
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

在
世
五
十
余
年
に
之
れ
無
し
の
文
は
本
地
を
顕
わ
し
八
年
の
間
の
文
は
説
法
の
八
年
を
指
し
、
但
限
八
品
に
限
る
の
文
は
本
地
本
門
法

華
経
は
本
地
本
門
八
品
で
あ
る
こ
と
を
顕
し
、
又
本
地
下
種
の
本
門
の
本
尊
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
八
品
に
顕
わ
れ
玉
う
こ
と
を
示
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

是
の
如
き
本
地
本
門
八
品
に
顕
わ
さ
れ
た
本
地
本
門
下
種
事
行
の
本
尊
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
述
中
今
日

（在
世
）

一
代
諸
経
乃
至
三
世

十
方
法
界
微
塵
の
述
中
の
法
仏
身
上
の
諸
経
即
ち
仏
在
世
の
五
十
余
年
の
教
時
に
こ
れ
な
く
此
等
の
述
中
の
法
仏
身
上
の
諸
経
を
破
し
て

顕
わ
さ
れ
た
本
地
本
門
八
品

（本
地
本
門
法
華
経
）
に
の
み
顕
説
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
本
地
久
遠
の
本
仏
が
本
仏
自
身
の
自
行
の
下
種
を
顕
わ
す
と
同
時
に
滅
後
末
法

（本
地
久
遠
の
末
法
）
の
一
切
衆
生
の
為
に
説
か

れ
た

（滅
後
本
地
本
門
法
華
経
）
本
地
の
八
年
の
説
法
で
あ
る
法
華
経
の
中
に
も
但
本
地
本
門
法
華
経
八
品
に
限
る
と
妙
判
せ
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

是
の
如
く
述
中
の
在
世
五
十
余
年
の
法
華
経
乃
至
述
中
諸
仏
所
説
の
経
教
に
於
て
は
本
地
本
尊
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
こ
れ
な
き
故
に
在

世
五
十
余
年
に
こ
れ
な
し
と
判
じ
玉
う
た
の
で
あ
り
ま
す
。
八
ヵ
年
の
間
に
も
但
八
品
に
限
る
と
は
本
地

一
代
の
所
説
の
法
華
経
の
説
法

の
中
に
於
て
も
本
地
本
門
八
品
に
限
て
顕
わ
れ
玉
う
本
尊
総
名
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
と
顕
示
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
本
地

一
代
の
説
法
と
は

本
地
在
世
の
八
ヵ
年
の
説
法
で
あ
り
、
此
の
本
地
在
世
の
八
年
の
説
法
は
滅
後
末
法
の
為
に
説
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
八
ヵ
年
の

説
法
の
法
華
経
は
本
地
本
門
八
品
体
内
の
一
部
八
ヵ
年
の
説
法
で
あ
り
、
体
内
の

一
部
の
述
門
に
は
三
千
塵
点
を
明
し
本
門
に
は
五
百
塵

点
を
明
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
仏
の
自
行
の
因
果
は
本
地
本
門
八
品
に
限
る
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
本
因
下
種
の
本

尊
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
八
ヵ
年
間
但
八
品
に
限
る
と
判
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

故
に
宗
祖
大
士
は
第
二
の
法
門
な
り
五
味
主
の
法
門
な
り
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
是
の
如
く
今
日

一
代
五
十
余
年
の
説
法
並
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に
三
世
十
方
諸
仏
の
経
教
を
第
二
教
相
の
立
場
か
ら
本
地
と
述
中
の
二
経
に
分
別
し
て
述
中
諸
経
を
破
廃
し
て
本
地
本
門
法
華
経
八
品
を

顕
わ
し
て
下
種
の
本
尊
、
総
名
妙
法
蓮
華
経
を
顕
わ
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
れ
ば

「在
世
五
十
余
年
に
之
れ
無
し
」
の
判
文
が
な
け
れ
ば
、
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
本
地
の
本
尊
で
あ
る
こ
と
明
に
な
ら
ず
、

「但

限
八
品
」
の
判
文
が
な
け
れ
ば
本
地
本
門
下
種
の
本
尊
た
る
総
名
妙
法
蓮
華
経
が
明
に
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
故
に
本
地
本
門
八
品
の
意
は
宗
祖
大
士
が
本
尊
抄
に
於
て
示
さ
れ
た
第
二
の
法
門
で
あ
り
、
五
味
主
の
法
門
で
あ
つ
て
日
隆
聖
人

の
所
説
で
は
な
い
こ
と
本
尊
抄
の
文
に
依
て
も
分
明
で
あ
り
、
本
尊
た
る
総
名
妙
法
蓮
華
経
の
立
処
は
本
門
八
品
に
説
き
顕
わ
さ
れ
て
あ

る
こ
と
解
る
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
一
念
三
千
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、　
一
念
三
千
の
教
義
は
天
台
及
び
当
宗
に
於
け
る
観
心
門
の
最
高
教
義
で
あ
り
天
台
宗
の
宗
旨
で

あ
り
、
天
台
大
師
の
己
心
所
行
の
法
門
に
し
て
大
師
の
安
心
の
境
界
を
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
一
念
三
千
の
法
門
は
理

解
や
説
明
に
よ
つ
て
知
り
得
る
も
の
で
な
く
実
際
の
修
行
に
よ
つ
て
体
得
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
当
家
の
一
念
三
千
に
関
し
て
も

同
様
に
但
だ
修
行
に
よ
つ
て
与
え
ら
れ
た
体
得
せ
ら
れ
る
の
で
、
言
説
に
よ
つ
て
達
し
得
る
処
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し

て
こ
れ
は
一
念
三
千
を
宗
旨
と
し
て
見
た
場
合
で
あ
り
、
若
し
こ
れ
を
教
義
と
し
て
考
察
す
る
な
ら
ば
理
解
し
、
説
明
さ
れ
う
る
の
で
あ

り
ま
す
。
故
に
一
念
三
千
を
教
義
と
し
て
見
る
な
れ
ば
、
こ
れ
は
天
台
大
師
の
独
創
に
し
て
、
法
華
経
の
十
如
実
相
の
教
理
に
基
づ
き
全

仏
教
に
於
け
る
教
理
を
綜
合
し
て
宇
宙
観
及
び
人
生
観
を
組
織
せ
ら
れ
た
も
の
が
即
ち
一
念
三
千
の
教
義
で
あ
り
ま
す
。

一
一
　

一
念
三
千
の
出
処
に
つ
い
て

天
台
大
師
の
一
念
三
千
は
己
心
所
行
の
法
門
な
る
も
摩
訂
止
観
に
よ
つ
て
釈
出
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
摩
訂
止
観
第
五
巻

総
名
妙
法
蓮
華
経
と

一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

第
七
正
観
章
に
至
り
て
釈
出
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
詳
述
す
れ
ば
止
観

一
部
は
十
章
に
分
れ
、
十
章
に
わ
た
り
て
観
法
を
明
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
十
章
に
亘
る
観
法
に
よ
つ
て

一
念
三
千
の
法
理
を
証
て
我
身
に
其
の
法
理
を
体
得
す
る
の
で
あ
り
、
此
の
十
章
の

観
法
は
前
六
章
と
第
七
章
以
下
の
二
段
に
分
れ
、
前
六
章
を
妙
行
と
名
づ
け
、　
一
念
三
千
を
観
ず
る
準
備
と
し
所
謂
二
十
五
方
便
に
経
て

一
心
三
観
の
智
を
練
行
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
心
三
観
の
智
を
然
得
し
て
此
の
妙
行
に
依
て
妙
智
を
得
、
此
の
妙
智
を
以
て

一
念

三
千
の
法
を
観
ず
る
を
正
観
と
い
ひ
、
第
七
章
に
至
つ
て
始
め
て

一
心
三
観
の
智
を
以
て

一
念
三
千
の
観
法
を
修
す
る
か
ら
第
七
章
を
正

観
章
と
名
づ
け
第
七
章
に
至
つ
て

一
念
三
千
の
観
法
が
明
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
故
に
第
七
正
観
章
に
至
つ
て

一
念
三
千
の
法
理

を
観
ず
る
方
法
と
し
て
十
境
、
十
乗
の
観
法
が
明
さ
れ
そ
の
観
法
は
十
乗
観
法
と
十
境
観
法
の
境
智
の
二
類
と
な
り
、
十
乗
観
法
の
主
体

は
第

一
の
観
不
思
議
境
で
あ
り
、
十
境
観
法
の
主
体
は
第

一
の
陰
入
境
で
、
こ
の
二
つ
の
観
法
の
主
体
を
体
観
と
し
、
そ
の
他
は
皆
、
用

観
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
こ
の
十
乗
観
法
の
体
観
で
あ
る
観
不
思
議
境
が
分
れ
て
、
理
境
、
修
境
、
化
他
境
の
三
境
と
な
り
こ

の
三
境
の
中
理
境
よ
り
釈
出
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

然
し
て
こ
の
正
観
章
に
明
さ
れ
た
る

一
念
三
千
は
本
経
に
於
て
は
如
何
な
る
経
文
に
基
づ
き
て
天
台
大
師
が
釈
出
せ
ら
れ
た
か
と
い
う

問
題
に
対
し
て
は
天
台
宗
の
学
者
の
論
は
ま
ち
ま
ち
で
、
或
は
天
台
大
師
の
独
悟
に
し
て
法
華
経
に
由
ら
ず
と
い
ひ
、
或
は
法
華
経
述
門

方
便
品
の
十
如
実
相
の
文
な
り
と
い
ひ
、
或
は
法
華
経
本
門
寿
量
品
と
い
ひ
区
々
で
あ
り
ま
す
が
、

宗
祖
大
聖
人
は
立
正
観
抄

（縮
一
〇
一（
五
）

間
フ天
台
大
師
止
観

一
部
並
ヒ
二
一
念
三
千

一
心
三
観
己
心
証
得
ノ妙
観
ハ併
ヮ
依

卜̈法
華
経
一云
フ証
拠
如
何
。
答
フ予
反
詰
シテ云
ク不
ぃ依
一

法
華
経
一見
テ
ル証
文
如
何
。
人
出
¨
テ之
フ云
夕此
之
止
観
ハ天
台
智
者
説
一
己
心
中
所
行
ノ法
門
一　
或
ハ又
故
二至
一止
観
一正
ク明
っ
ス観
法
一。フ

故

序̈

中

云̈
一り
説
己
心
中
所
行
法
門
一良
有
レ以
也
文
。
難

テ
云

此
文

全

不
レ依
二法
華
経
一云

文
．非

既
．説
己
心
中
所
行

法
門
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云

ヵ故
也
。
天
台

所
行

法
門

法
華
経

ルカ
故
．此
意

依
二
法
華
経
一見

タ
ル証
文
也
。

と
仰
せ
ら
れ
、
更
に

一
念
三
千
の
出
処
を
示
し
て
、
十
章
抄

（縮
六
七
五
）
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

止
観
に
十
章
あ
り
大
意
、
釈
名
、
体
相
、
摂
法
、
偏
円
、
方
便
、
正
観
、
果
報
、
起
教
、
旨
帰
な
り
。
前
六
重

依
二修
多
羅
一と
申
て

大
意
よ
り
方
便
ま
で
の
六
重
は
先
四
巻
に
限
る
。
こ
れ
は
妙
解
述
門
の
心
を
の
べ
た
り
。
今
依
二妙
解
一以

立
二正
行
一と
申
す
は
第
七

の
正
観
十
境
十
乗
の
観
法
本
門
の
心
な
り
。
一
念
三
千
此
よ
り
は
じ
ま
る
。
一
念
三
千
と
申
ス事
は
述
門
に
す
ら
な
を
許
さ
れ
ず
何
二況
ヤ

爾
前
に
分
た
へ

（絶
）
た
る
事
な
り
。　
一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
之
十
如
実
相
な
れ
ど
も
義
分
は
本
門
に
限
。
爾
前
は
述
門
の
依
義

判
文
述
門
は
本
門
の
依
義
判
文
な
り
。
但
真
実
の
依
文
判
義
は
本
門
に
限
る
べ
し
。

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
祖
判
に
よ
れ
ば
天
台
止
観
の
一
念
三
千
の
出
処
は
本
門
に
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
り
ま
す
。

更
に
立
正
観
抄

（縮
一
〇
ユ（
八
）

天
台
大
師

霊
山

聴
衆

メ雖
」
ユ
ニ
ト如
来
出
世

本
懐
一時
不

ヵ̈
至
故
．妙
法

名
字

替

テ
号
二
止
観
一。
述
化

衆

ルカ
故
．本
化

付
属

不
二弘
メ給
∵

正
直
′妙
法
フ止
観
卜説
キま
ぎ
ら
か
す
故
に
有
の
ま
ま
の
不
〓
妙
法
一
ラ帯
権
′法
二似
け
リ

と
仰
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
祖
判
に
よ
つ
て
考
え
る
に
一
往
述
門
に
よ
り
再
往
は
述
中
の
本
門
に
よ
り
、
再
三
の
真
実
義
は
本
地

本
門
に
よ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
天
台
は
述
化
の
付
属
を
受
け
た
る
故
に
外
宣
の
時
は
述
化
の
衆
な
る
故
に
、
正
直
の
妙
法
を
止
観
と

説
き
ま
ぎ
ら
か
す
と
判
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
は
帯
権
の
法
な
り
と
天
台
外
宣
の

一
念
三
千
を
破
し
て
直
ち
に
天
台
の
内
証
を
明
し
て
天
台
は
述

化
の
衆
な
る
が
故
に
本
化
の
付
属
を
弘
め
給
わ
ず
と
判
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て
天
台
大
師
述
化
と
し
て
弘
め
給
う
外
宣
の

一
念
三
千
に
関
し
て
は
、
天
台
の
己
証
は
天
台
御
思
慮
の
及
ぶ
所
の
法
門
な
り
、
述

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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門
界
如
三
千
の
法
門
は
述
門
の
仏
が
当
分
究
克
の
辺
を
説
け
る
な
り
と
あ
り
、
而
し
て
内
黎
の
一
念
三
千
に
就
て
は
、
此
の
妙
法
は
諸
仏

の
師
な
り
経
文
の
如
ぐ
は
久
遠
実
成
妙
覚
果
満
の
境
界
に
し
て
爾
前
述
門
の
諸
仏
菩
薩
の
境
界
に
非
ず
と
判
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
是
れ
則

ち
天
台
の
内
証
に
し
て
述
中
本
門

一
品
二
半
の
実
相
の
上
に
立
て
る

一
念
三
千
で
あ
り
ま
す
。
故
に
是
れ
は
未
だ
真
実
の
内
壼
の
一
念
三

千
で
な
く
、
次
の
文
に
真
実
の
内
壼
同
致
の
一
念
三
千
を
明
し
て
、
　

（立
正
観
抄

縮
一
〇
七
〇
）

本
地
難
思
ノ
境
智
妙
法
フ
ハ述
仏
等
ノ
思
慮
二不
レ
及
ハ何
二況
ヤ菩
薩
凡
夫
フ乎
。

と
あ
り
、
是
れ
は
再
往
真
実
内
証
た
る
本
地
本
門
の
上
に
立
て
ら
れ
た
る

一
念
三
千
で
あ
り
ま
す
。

外
宣
は
天
台
大
師
が
述
化
と
し
て
如
来
よ
り
付
属
せ
ら
れ
た
る
述
門
の
法
門
を
弘
る
を
い
う
の
で
あ
り
、
内
壼
と
は
天
台
大
師
本
化
の

一
類
と
し
て
霊
山
に
あ
り
て
本
化
大
士
に
付
属
せ
ら
れ
た
る
本
地

本
門
の
妙
法
を

聴

聞
し
て
深
く
内
心
に
秘
す
る
を
い
う
の
で
あ
り
ま

す
。
而
し
て
止
観
の
一
念
三
千
は
正
し
く
本
門
を
以
て
出
処
と
為
す
こ
と
を
明
し
て
十
章
抄
に
　

（縮
ユハ七
五
、
取
意
）

前
六
重

依
二修
多
羅
一
と
申
し
て
大
意
よ
り
方
便
に
至
る
六
重
は
述
門
の
意
を
述
ぶ
。
今
妙
解
に
よ
り
て
妙
行
を
立
つ
と
申
し
て
第
七

正
観
の
十
境
十
乗
の
観
法
は
本
門
の
心
な
り
、　
一
念
三
千
は
こ
れ
よ
り
始
ま
る

と
仰
せ
ら
れ
て
あ
り
、
開
目
抄

　
（縮
七
五
こ

一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
ｃ
竜
樹
天
親
知
て
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ
い
い
だ
さ
ず
但
我
が

天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
り
。

と
仰
せ
ら
れ
、
天
台
大
師
外
宜
の
一
念
三
千
は
本
門
寿
量
品
の
六
句
知
見
の
実
相
の
文
に
依
る
こ
と
を
判
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然

る
に
諸
門
派
に
は
こ
の
権
実
相
対
の
文
を
以
て
文
底
秘
沈
の
説
を
立
て
文
底
寿
量
と
称
し
て
寿
量
文
底
の
一
念
三
千
こ
そ
宗
祖
大
士
内
証

極
秘
の
事
の
一
念
三
千
な
り
と
の
修
解
を
出
す
に
至
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
開
目
抄
の
文
底
秘
沈
の
一
念
三
千
を
以
て
宗
祖
大
士
の
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本
意
内
証
の
一
念
三
千
な
り
と
珍
重
す
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
其
の
文
底
祀
沈
の
一
念
三
千
の
惑
説
を
破
す
る
な
ら
ば
、
開
目
抄
に
明

ら
か
に
文
底
秘
沈
の
一
念
三
千
は
天
台
の
一
念
三
千
な
る
こ
と
を
説
い
て

竜
樹
天
親
知
り
て
拾
ひ
出
さ
ず
、
但
我
が
天
台
智
者
の
み
之
を
懐
け
り
。

と
断
定
せ
ら
れ
て
あ
る
故
に
寿
量
品
の
文
底
と
は
竜
樹
天
親
天
台
等
の
述
化
の
御
思
慮
に
及
ぶ
範
囲
に
於
け
る
寿
量
品
の
文
底
に
し
て
、

本
化
大
士
所
見
の
寿
量
品
で
は
な
く
、
又
文
底
に
も
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
、
若
し
天
台
等
述
化
の
所
知
に
於
け
る
寿
量
品
の
文

底
と
は
所
謂

一
経
三
段
門
の
上
に
立
つ
る
述
本
二
門
に
し
て
即
ち
述
中
の
本
門
寿
量
品
で
あ
り
そ
の
文
底
に
し
て
、
是
れ
則
ち
述
門
に
約

し
て
実
相
を
顕
わ
し
本
門
に
約
し
て
実
相
を
顕
わ
す
処
の
実
相
を
指
し
て
文
底
と
仰
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て
述
門
の
実
相
は
爾
前
諸
経
に
通
し
本
門
の
実
相
は
爾
前
諸
経
の
権
教
に
通
ぜ
ず
、
実
教
た
る
述
門
本
門
に
通
ず
る
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
故
に
権
大
乗
の
付
属
を
受
け
た
る
竜
樹
天
親
等
は
既
に
述
門
の
実
相
を
釈
出
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
本
門
の
実
相
は
そ
の
付
属
な

き
故
に
知
つ
て
而
も
こ
れ
を
釈
出
せ
ず
、
述
門
の
付
属
を
受
け
た
る
天
台
大
師
は
述
中
本
門
寿
量
品
の
文
底
た
る
本
門
実
相
の
妙
理
を
釈

出
し
て
述
門
の
実
相
を
根
底
と
し
て
心
中
に
こ
れ
を
い
だ
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
但
我
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
く
と
判
ぜ
ら

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

従
つ
て
天
台
止
観

一
念
三
千
の
出
処
は
三
義
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
表
解
す
れ
ば

田
　
述
門
＝
略
開
三
＝
十
如
実
相
＝
方
便
品
―
述
地

例
　
本
門
＝
広
開
顕
＝
六
句
実
相
＝
寿
量
品
―
述
地

０
　
本
門
＝
林
嗣
林
酬
＝
難
因
本
絣
本
門
八
品
―
本
地

と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

総
名
妙
法
蓮
華
経
と

一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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〓
一　
内
墜
と
外
宜
の

一
念

三
千
に
つ
い
て

天
台
の
一
念
三
千
に
対
し
て
内
璧
と
外
宜
の
二
義
を
立
て
る
こ
と
は
当
家
の
通
談
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
内
壼
外
宜
を
立
て
る
に
つ
い

て
総
別
の
二
意
が
あ
り
、
総
じ
て
内
外
を
判
ず
れ
ば
表
解
の
回
０
は
天
台
の
外
宜
の
一
念
三
千
で
あ
り
、
日
は
内
壼
の
一
念
三
千
で
、
別

論
す
れ
ば
表
解
の
回
は
外
宜
、
０
は
内
璽
、
日
は
本
化
述
化
同
致
の
内
壼
の
一
念
三
千
で
あ
り
、
②
は
天
台
当
分
の
内
璧
内
証
で
あ
り
、

側
は
跨
節
の
内
璧
内
証
で
あ
り
ま
す
。

四
　
一二
千
法
相
の
構
成
に
つ
い
て

天
台
大
師
は
大
小
乗
教
に
於
け
る
諸
法
に
対
す
る
諸
種
の
考
察
た
る
実
相
観
を
融
合
統

一
し
て
法
華
経
の
十
如
実
相
の
教
理
に
基
き

一

念
三
千
の
実
相
観
即
ち
宇
宙
人
生
観
を
創
始
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
三
千
法
相
の
構
成
は
十
界
、
十
如
、
三
世
間
、
三
諦
の
四
種
の

法
相
に
よ
り
て
構
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
四
種
の
法
相
の
依
拠
は
十
界
は
華
厳
経
に
よ
り
、
十
如
は
法
華
経
、
三
世
間
は
大

論
に
、
三
諦
の
文
拠
は
中
観
論
に
よ
つ
て
そ
の
名
目
を
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
教
に
散
説
せ
ら
れ
た
諸
種
の
法
相
を
統

一

し
て
一
箇
の
法
相
を
構
成
せ
ら
れ
た
の
は
天
台
大
師
の
法
華
三
味
に
由
来
せ
る
も
の
で
、
従
来
の
記
述
的
、
説
明
的
な
る
法
相
の
見
解
を

脱
し
て
諸
法
の
真
実
相
を
明
し
、
全

一
的
な
活
け
る
法
相
を
構
成
せ
ら
れ
た
の
は
実
に
法
華
経
本
門
の
経
旨
た
る
十
界
互
具
の
教
理
に
基

づ
く
の
で
あ
り
ま
す
。
宗
祖
大
聖
人
は
天
台
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
立
正
観
抄
に
一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
の
十
如
実
相
な
れ
ど
も
義

分
は
本
門
に
限
る
云
云

と
判
ぜ
ら
れ
て
あ
る
。
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天
台
大
師
が
十
界
十
如
三
世
間
三
諦
の
四
種
法
相
を
以
て
三
千
の
法
相
を
構
成
さ
れ
た
理
由
は
、
弘
決
の
五
に
、

十
界
に
約
せ
ず
ん
ば
事
を
収
む
る
こ
と
遍
か
ら
ず
。
三
諦
に
約
せ
ず
ん
ば
理
を
摂
す
る
こ
と
周
か
ら
ず
。
十
如
を
語
ら
ず
ん
ば
因
果
備

ら
ず
。
三
世
間
な
く
ば
依
正
尽
き
ず
。

と

あ

る
。

諸
法
を
語
る
に
十
界
を
論
じ
な
け
れ
ば
諸
法
の
自
体
を
尽
し
収
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
三
諦
を
説
か
な
け
れ
ば
、
諸
法
の
理
を
知
ら
し

め
顕
わ
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
り
、
十
如
因
果
を
説
か
な
け
れ
ば
諸
法
の
生
成
の
関
係
た
る
縁
起
を
顕
わ
す
こ
と
出
来
な
く
、
三
種

世
間
を
説
か
な
け
れ
ば
諸
法
の
相
を
摂
尽
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
故
に
四
種
法
相
を
以
て
三
千
の
法
相
を
構
成
し
て
諸
法
の
，全
体
を
顕
現

し
て
其
の
真
相
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

故
に
十
界
に
よ
つ
て
、
諸
法
の
自
体
は
悉
く
収
め
ら
れ
三
諦
に
よ
つ
て
諸
法
の
理
は
尽
さ
れ
十
如
に
よ
つ
て
諸
法
の
縁
起
の
関
係
は
明

か
に
具
備
せ
ら
れ
三
世
間
に
よ
つ
て
諸
法
の
現
相
は
悉
く
収
摂
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

故
に
十
界
は
諸
法
の
自
体
に
し
て
、
諸
法
の
体
で
あ
り
、
十
界
の
諸
法
に
は
三
諦
の
理
、
十
如
の
因
果
、
三
世
間
の
二
報
の
相
を
悉
く

具
備
さ
れ
、
諸
法
の
体
た
る
十
界
を
外
に
し
て
三
諦
の
理
を
説
き
、
十
如
を
論
じ
、
三
世
間
を
言
て
も
諸
法
の
真
実
相
を
説
く
も
の
と
は

言
え
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

天
台
の
一
念
三
千
は
三
諦
の
理
を
以
て
諸
法
の
実
体
と
な
し
、
十
界
、
十
如
、
三
世
間
を
説
て
三
千
法
相
を
構
成
す
る
の
で
あ
り
、

当
家
の
一
念
三
千
は
十
界
の
事
を
以
て
諸
法
の
実
体
と
し
て
三
諦
・十
如
豊
一世
間
を
立
て
て
三
千
法
相
を
構
成
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

五
　
台
当
に
於
け
る
十
界
の
見
解
に
つ
い
て

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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先
づ
台
家
に
於
け
る
十
界
の
見
解
は
、

諸
法
と
は
三
諦
で
あ
り
、
実
相
は
三
諦
で
あ
る
故
に
十
界
の
諸
法
は
三
諦
の
本
理
よ
り
縁
起
せ
る
現
実
の
諸
相
で
あ
り
、
十
界
は
三
諦

の
実
相
よ
り
現
わ
れ
た
諸
法
の
相
な
り
と
な
し
、
こ
の
三
諦
の
本
理
実
相
よ
り
十
界
の
諸
相
如
何
に
し
て
現
わ
れ
た
か
と
い
う
生
成
縁
起

の
問
題
に
対
し
て
は
業
報
に
よ
り
て
縁
起
せ
る
も
の
に
し
て
、
所
謂
惑
業
に
よ
り
て
六
道
の
業
報
が
現
わ
れ
、
善
業
に
よ
り
て
四
聖
の
果

報
が
現
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
惑

・
業

・
苦
の
廻
転
に
よ
り
て
六
道
の
諸
相
が
不
断
に
生
成
縁
起
し
、
法
身

・
般
若

・
解
脱
の
廻

転
に
よ
つ
て
四
聖
の
諸
相
が
常
に
生
成
縁
起
す
る
の
で
あ
る
と
し
、
無
明

・
法
性
の
廻
転
に
よ
つ
て
十
界
の
諸
相
は
生
成
縁
起
し
つ
つ
あ

り
と
論
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。
是
れ
即
ち
小
乗
仏
教
の
業
感
縁
起
と
大
乗
仏
教
の
真
如
縁
起
を
融
合
し
て
十
界
の
生
成
の
問
題
に
解
答
を

与
え
た
の
で
あ
り
、
台
家
に
て
は
三
諦
実
相
の
本
理
は
常
に
平
等

一
味
な
る
こ
と
警
え
ば
海
の
水
の
如
き
で
、
若
し
惑
業
の
無
明
起
れ
ば

六
道
乃
至
九
界
の
諸
相
を
現
じ
、
若
し
無
明
の
惑
業
を
断
尽
す
れ
ば

一
味
平
等
の
真
如
三
諦
の
本
理
を
現
わ
す
是
れ
即
ち
仏
界
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
故
に
台
家
に
あ
り
て
は
十
界
は
三
諦
に
よ
つ
て
現
わ
さ
れ
た
起
用
に
外
な
ら
ず
、
三
諦
実
相
の
真
如
に
よ
っ
て
起
用
せ
る
諸
法

を
十
種
の
世
界
に
分
類
し
て
十
界
の
法
相
を
建
立
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
当
家
に
於
け
る
十
界
の
見
解
は
、

当
家
に
於
て
は
彼
の
台
家
に
説
け
る
が
如
く
十
界
は
三
諦
の
理
に
よ
つ
て
現
わ
さ
れ
た
る
諸
法
、
諸
相
に
あ
ら
ず
し
て
実
は
十
界
は
諸

法
の
本
体
で
あ
り
、諸
法
の
実
相
で
あ
り
真
如
自
体
で
、
十
界
は
諸
法
に
本
然
と
円
具
せ
る
実
相
な
の
で
あ
り
、当
体
義
抄
に

（縮
九
八
八
）

問

妙
法
蓮
華
経
　
者
其
体
何
物
　
乎
。
答

十
界

依
正
即
妙
法
蓮
華
経
之
当
体
也
ｃ

と
判
ぜ
ら
れ
、
十
界
の
当
相
が
即
ち
諸
法
の
実
相
な
り
と
す
る
こ
と
を
、
諸
法
実
相
抄

（縮
九
五
八
）
に

実
相
と
云
ふ
は
妙
法
蓮
華
経
の
異
名
也
諸
法
は
妙
法
蓮
華
経
と
云
ふ
事
也
。
地
獄
は
地
獄
の
す
が
た
を
見
せ
た
る
が
実
の
相
也
。
餓
鬼
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と
変
ぜ
ば
地
獄
の
実
の
す
が
た
に
は
非
ず
。
仏
は
仏
の
す
が
た
凡
夫
は
凡
夫
の
す
が
た
。
香
ム

と
仰
せ
ら
れ
て
あ
る
。
当
家
に
て
は
十
界
互
具
を
以
て
諸
法
の
実
体
と
し
実
相
と
為
す
の
で
あ
り
ま
す
。

工（
　

三
千
法
相

の
意
義

十
界

ｏ
十
如

ｏ
三
世
間

ｏ
三
諦
の
四
種
の
法
相
を
以
て
三
千
法
相
を
組
織
す
る
丈
で
は
そ
れ
は
諸
法
の
体

・
相

・
性
を
区
別
し
た
丈
の

こ
と
で
、
台
家
は
三
諦
を
以
て
諸
法
の
体
と
な
し
、
十
界
を
相
と
な
し
、
十
如
三
世
間
を
性
と
為
す
。

当
家
は
十
界
を
体
と
し
三
世
間
十
如
を
相
と
為
し
、
三
諦
を
性
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

然
し
て
単
に
こ
れ
の
み
な
ら
ば
諸
法
を
記
述
説
明
せ
る
に
す
ぎ
ず
、
諸
法
の
真
実
相
の
活
現
を
明
す
も
の
で
な
い
か
ら
三
千
法
相
の
意

義
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
天
台
で
は
三
千
円
具
を
説
い
て
三
千
法
相
の
意
義
を
あ
ら
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
三
千

円
具
の
根
本
思
想
た
る
原
理
は
十
如
三
諦
の
教
理
に
基
づ
く
所
謂
円
融
三
諦
の
思
想
で
空
仮
中
の
三
諦
円
融
し
て
法
界
は
三
諦
の
外
に
一

物
の
存
す
る
こ
と
な
く
皆
是
れ
三
諦
に
し
て
十
界

・
十
如

・
三
世
間
皆
是
三
諦

・
一
色

一
香
無
非
中
道
で
あ
り
、
三
千
法
相
も
こ
れ
三
諦

の
理
で
あ
り
、
三
諦
円
具
し
て
空
即
仮
中
で
あ
る
か
ら
三
千
円
具
し
て
三
千
即
空
即
仮
即
中
と
な
り
五
陰
世
間
に
も
十
界

・
十
如

・
三
諦

・
三
世
間
を
具
し
十
界
も
十
如
も
三
諦
も
乃
至

一
塵

一
法
、
受
想
行
等

一
切
皆
是
三
千
法
相
を
円
具
し
て
鋏
減
す
る
処
な
し
、
是
れ
即
ち

諸
法
実
相
で
斯
く
十
如
三
諦
の
理
を
以
て

一
切
諸
法
を
活
現
し
来
た
る
故
に
天
台
に
て
は
十
如
活
法
門

。
十
界
死
法
門
と
い
ひ
、
要
す
る

に
円
具
を
説
か
ざ
れ
ば
三
千
法
相
の
意
義
た
る
諸
法
の
活
現
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
次
に
当
家
の
三
千
円
具
は
、
台
家
は
三
諦

の
理
を
以
て
三
千
法
相
の
円
具
を
説
け
る
に
対
し
、
十
界
互
具
本
因
本
果
の
原
理
を
以
て
三
千
法
相
の
円
具
を
論
ず
る
の
で
あ
り
、
三
諦

と
い
う
も
十
界
互
具
の
因
果
で
あ
り
、
十
如

・
三
世
間
も
十
界
因
果
の
法
に
し
て
、　
一
色

一
香
皆
是
十
界
の
因
果
で
要
す
る
に
因
果
互
具

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

の
法
理
を
以
て
三
千
法
相
の
諸
法
の
活
現
を
明
に
す
る
こ
れ
が
当
家
の
三
千
法
相
の
意
義
で
あ
り
ま
す
。
以
上
に
よ
つ
て

一
念
三
千
の
出

処
、
外
宜
と
内
璽
の
三
千
、　
一
念
三
千
法
相
の
構
成
及
び
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
故
に
今
そ
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
体
内
、
体
外
の

別
を
述
べ
る
な
ら
ば
、

七
　
体
外

三
千
と
体
内

三
千

の
異
目
に

つ
い
て

体
と
は
、
も
の
と
訓
じ
、
そ
れ
は
真
理
、
所
詮
、
仏
意
、
仏
智
、
魂
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
体
と
は
上
行
要
付
の
妙

法
蓮
華
経
の
こ
と
で
あ
り
、
内

・
外
と
は
妙
法
蓮
華
経
の
蔵
に
収
め
た
る

一
念
三
千
を
体
内
の
一
念
三
千
と
い
ひ
、
妙
法
蓮
華
経
の
奥
蔵

か
ら
外
に
出
し
た
る
を
体
外
の
一
念
三
千
と
な
す
の
で
あ
り
、体
外
の
三
千
は
妙
法
五
字
の
蔵
よ
り
外
の
衆
生
の
機
類
に
示
し
、
”ヽ
れ
を
脱

益
の
機
に
示
し
て
悟
ら
し
め
た
も
の
で
あ
り
、
体
内
の
三
千
は
妙
法
五
字
の
蔵
の
中
（妙
法
五
字
の
種
子
、
仏
種
子
の
中
に
収
め
た
も
の
）

に
収
め
て
仏
種
子
の
一
分
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
体
外
の
一
念
三
千
は
所
被
の
機
類
が
証
得
し
た
も
の
で
あ
り
、
体
内
の
一
念

三
千
は
所
証
得

（脱
の
三
千
）
の
三
千
を
種
子
に
収
め
た
る
も
の
で
脱
の
三
千
を
種
子
に
還
し
た
即
ち
以
脱
還
種
の
三
千
で
あ
り
ま
す
。

体
外
の
一
念
三
千
は
天
台
の
．己
証

・
即
ち
天
台
弘
通
の
止
観
三
千
で
あ
り
、
体
内
の
三
千
は
上
行
所
伝
の
総
名
の
仏
種
子
中
に
あ
る
体

内
所
摂
の
三
千
で
あ
り
、
前
者
は
止
観
に
よ
り
て
証
得
せ
ら
る
る
も
の

（在
世
脱
益
の
機
の
証
得
せ
る
も
の
）
で
あ
り
、
後
者
は
宗
祖
大

聖
人
の
弘
め
ら
れ
た
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
唱
題
に
よ
り
て
自
然
に
与
え
ら
れ
る
種
子
の
一
分
た
る

一
念
三
千
で
あ
り
ま
す
。

天
台
の
上
観
に
明
す
処
の
三
千
は
諸
法
実
相
三
諦
の
円
を
証
悟
し
た
も
の
で
あ
り
、
此
の
上
観
を
天
台
外
宜
の
止
観
と
な
し
、
十
界
の

本
因
本
果
の
法
を
主
体
と
す
る
所
謂
体
内
所
摂
の
三
千
を
明
す
止
観
を
天
台
内
壼
の
上
観
と
な
す
の
で
あ
り
、
本
尊
抄

（縮
九
一一人
）
に

摩
訂
止
観
第
五
二云
ク
一世
爛
鵬
準
珈
難
ｒ
夫

一
心

・
二
…
…
圭
思
口在
「
於
此

一等
云
云
則
勢
一畦
考
雌
』
「
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と
仰
せ
に
な
り
、
こ
の
文
に
対
し
て
門
祖
日
隆
聖
人
は
御
科
文
遊
ば
さ
れ
、

一
念
三
千
の
出
処
を
挙
ぐ

と
仰
せ
ら
れ
、
こ
の
文
が
分
れ
て
三
つ
と
な
り
、
そ
の
一
つ
に
、

正
修
止
観
の
文
要
を
撰
出
す

と
仰
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
尊
抄
の
巻
頭
に
引
用
せ
ら
れ
た
止
観
の
文
要
は
天
台
内
璧
の
一
念
三
千
で
あ
り
ま
す
。

天
台
外
宜
の
止
観
の
一
念
三
千
は

一
往
は
方
便
品
の
十
如
実
相
の
文
に
依
て
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
再
往
は
寿
量
品
の
六
句
実
相

に
よ
つ
て
立
て
ら
れ
た
三
千
で
所
謂
天
台
外
宜
の
三
千
は
述
本
二
門
の
実
相
三
諦
の
理
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
実
相
で
あ
り
、
就
中
方
便
品

の
十
如
是
は
九
界
所
具
の
実
相
三
諦
で
、
換
言
す
れ
ば
二
乗
界
所
具
の
三
諦
実
相
の
一
念
三
千
で
あ
り

（
こ
れ
を
述
因
述
果
の
三
千
と
い

３ヽ
、　
寿
量
品
の
六
句
実
相
の
三
諦
は
仏
界
所
見
の
三
諦
に
し
て
換
言
す
れ
ば
法
身
久
成
の
所
見
所

具
の
三
諦
実

相
の
一
念
三
千
で
あ

る
。　
Ｔ

れヽ
を
本
因
本
果
の
三
千
と
い
う
但
し
こ
れ
は
名
は
本
門
な
れ
ど
も
、
義
は
述
門
な
り
と
御
指
南
さ
れ
て
あ
る
）

而
し
て
こ
の
九
界

（
二
乗
）
所
具
の
三
千
を
因
と
し
て
法
身
久
遠
の

（本
因
本
果
の
三
千
）
三
千
を
果
と
し
て
二
乗

（作
仏
述
因
述
果

の
三
千
）
の
三
千
を
取
り
合
せ
て
一
念
三
千
の
法
相
を
成
立
せ
し
め
て
こ
れ
を
記
小
、
久
成
の
一
念
三
千
な
り
と
指
南
さ
れ
て
あ
り
、
こ

れ
を
述
因
本
果
の
一
念
三
千
な
り
と
指
南
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
故
に
開
目
抄
に

一
念
三
千
と
申
す
法
門
は
寿
量
品
の
文
の
底
に
秘
し
て
沈
め
た
り
。

と
妙
判
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
文
底
の
三
千
は

一
往
は
本
因
本
果
と
称
す
と
い
え
ど
も
義
は
述
門
実
相
に
し
て
、
爾
前
述
門
の
十
界
の
因
果
を
打
破
て
顕
わ
し
た

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

真
実
本
門
の
本
因
本
果
の

一
念
三
千
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
如
き

一
念
三
千
は
天
台
外
宜
の
三
千
に
し
て
天
台
内
壼
の

一
念

三
千
で
は
な
い
、
こ
の
故
に
開
目
抄
に
、

竜
樹
天
親
知
て
而
も
弘
め
給
わ
ず
、
但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
懐
け
り
。

と
仰
せ
ら
れ
て
、
此
の
上
に
天
台
内
黎
同
致
の
真
実
の
本
因
本
果
の
本
門
の
事
具

一
念
三
千
を
顕
わ
し
て
即
ち
爾
前
述
門
の
十
界
を
打
破

し
て
本
門
の
十
界
の
因
果
を
説
き
顕
す
是
れ
本
因
本
果
の
法
門
な
る
べ
し
と
判
じ
て
本
門
の
本
因
本
果
の
事
具

一
念
三
千
を
顕
わ
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

八
　
一
念
三
千
の
能
所
総
別
に
つ
い
て

一
念
三
千
の
教
理
は
爾
前
諸
経
に
全
く
こ
れ
な
く
、
法
華
経
に
至
つ
て
始
め
て
説
き
示
さ
れ
た
所
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
爾
前
諸
経
に

一
念
三
千
の
教
理
が
説
き
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
は
、
諸
法
に
つ
い
て
言
え
ば
、
十
界
互
具
を
説
か
ず
、
実
相
の
理
に
つ
い
て
い
え

ば
開
会
を
明
さ
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

実
教
た
る
法
華
経
に
至
つ
て
諸
法
に
つ
い
て
は
十
界
互
具
を
説
き
、
実
相
に
於
て
は
三
諦
円
融
の
円
理
を
説
き
開
権
顕
実
の
円
理
を
顕

わ
し
て
二
乗
作
仏
を
述
門
に
説
き
示
し
、
本
門
に
は
久
遠
実
成
を
顕
説
さ
れ
た
の
で
こ
れ
に
よ
つ
て

一
念
三
千
の
法
門
即
ち
教
理
が
顕
れ

示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
開
目
抄
に
一
念
三
千
の
法
門
は
十
界
互
具
よ
り
始
ま
る
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て

一
念
三
千
の
法
門
教
理
は
、
二
乗
作
仏
、　
久
遠
実
成
の
ニ
ケ
の
大
事
に
よ
つ
て
顕
れ
る
法
門
教
理
で
あ
る
こ
と
を
開
目
抄

（縮

七
五
一
）
に
示
し
て

但
し
此
経
に
二
箇
の
大
事
あ
り
倶
舎
宗
成
実
宗
律
宗
法
相
宗
三
論
宗
等
は
名
を
も
し
ら
ず
。
華
厳
宗
卜
真
言
宗
と
の
二
宗
は
倫
に
盗
で

- 44 -―



自
宗
の
骨
目
せ
り
。　
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
竜
樹
天
親
知
て
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ

い
い
だ
さ

（拾
出
）
ず
但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け

（懐
）
り
。　
一
念
三
千
は
十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
。

と
仰
せ
に
な
つ
て
あ
る
。

二
箇
の
大
事
で
あ
る
二
乗
作
仏
に
つ
い
て
十
界
を
造
り
て
、
二
乗
の
九
界
と
作
仏
の
仏
界
と
互
具
せ
し
め
て
、
二
乗
の
九
界
を
因
と
為

し
作
仏
の
仏
界
を
果
と
為
し
て

一
念
三
千
十
界
互
具
を
顕
す
こ
れ
を
記
小
の
一
念
三
千
と
為
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
述
門
に
顕
説
せ
ら
れ

た
所
の
二
乗
作
仏
即
ち
記
小
の
三
千
で
あ
る
。
本
門
に
至
つ
て
六
句
実
相
に
約
し
て
、
久
遠
実
成
を
顕
し
こ
の
久
遠
実
成
の
仏
界
と
二
乗

作
仏
の
記
小
の
九
界
を
取
り
合
せ
て
、
二
乗
作
仏
を
九
界
の
因
と
為
し
、
久
遠
実
成
の
仏
界
を
果
と
為
し
て
、
記
小
の
九
界
の
因
と
、
久

成
の
仏
界
の
果
を
互
具
せ
し
め
て
十
界
互
具

一
念
三
千
を
顕
す
、
こ
れ
記
小
久
成
合
論
の
一
念
三
千
で
あ
る
。
こ
の
上
に
本
門
の
久
成
の

仏
界
を
果
と
為
し
、
我
本
行
の
菩
薩
の
九
界
を
因
と
為
し
て
、
本
因
の
九
界
と
本
果
の
仏
界
と
互
具
し
て
、
十
界
互
具
の
一
念
三
千
の
法

門
教
理
を
顕
わ
す
、
こ
れ
は
本
因
本
果
の
事
具
の
一
念
三
千
で
、
而
し
て
記
小
久
成
合
論
本
因
本
果
の
一
念
三
千
が
、
ニ
ケ
の
大
事
た
る

二
乗
作
仏
と
久
遠
実
成
に
よ
り
て
顕
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
前
者
の
記
小
の
三
千
は
二
乗
作
仏
に
よ
つ
て
顕
わ
さ
れ
、
合
論
の
三

千
は
二
乗
作
仏
、
久
遠
実
成
に
よ
つ
て
顕
さ
れ
、
本
因
本
果
の
三
千
は
久
遠
実
成
に
よ
つ
て
顕
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
三
種
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
、
理
具
、
事
具
を
分
別
す
れ
ば
、
記
小
と
合
論
の
三
千
は
共
に
諸
法
実
相
の
円
理
に
よ
つ
て
顕
さ

れ
た
二
乗
作
仏
、
久
遠
実
成
で
あ
る
か
ら
、
理
具
三
千
で
あ
り
、
本
因
本
果
の
三
千
は
、
本
門

（本
地
本
門
）
久
成
の
報
身
本
仏
の
久
遠

実
成
に
つ
い
て
顕
わ
す
処
の
本
因
本
果
の
三
千
で
あ
る
か
ら
事
具
三
千
で
あ
り
ま
す
。

御
指
南
に
、

（隆
全
九
　
六
八
）
開
目
抄
を
ひ
き
て
、

開
目
抄
に
、
記
小

（九
界
）
久
成

（仏
界
）
を
以
て
、
十
界
互
具
を
造
っ
て
、
三
千
を
成
ず
、
述
門
の
方
便
品
に
は
三
千
こ
れ
を
明
す

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

―- 45 …―



総
名
妙
法
蓮
華
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一
念
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千
の
関
係
に
つ
い
て

と
雖
も
未
だ
廃
述
顕
本
せ
ざ
れ
ば
久
成
の
仏
界
報
身
父
大
王
も
顕
れ
ず
、
記
小
の
三
千
も
定
ま
ら
ず
、
本
門
に
至
っ
て
本
因
本
果
の
仏

界
の
報
仏
を
顕
す
。
本
因
所
具
の
九
界
と
本
果
の
仏
界
と
十
界
互
具
し
て
界
如
三
千
な
り
と
判
じ
玉
へ
り
。
開
目
抄
に
始
め
に
、
記
小

を
釈
し
、
次
に
久
成
を
釈
し
、
終
り
に
答
え
て
云
く
、
然
我
実
成
仏
己
来
無
量
乃
至
那
由
陀
劫
云
云
と
い
ふ
よ
り
、
百
界
千
如

一
念
三

千
な
る
べ
し
と
い
う
迄
な
り
。

而
し
て
御
指
南
に
開
目
抄
の
始
め
に
記
小
を
釈
し
、
次
に
久
成
を
釈
し
と
あ
る
開
目
抄
の
御
文
は

此
に
予
愚
見
を
以
て
前
四
十
余
年
の
文
と
。
後
八
年
の
相
違
を
考
え
て
み
る
に
、
そ
の
相
違
多
し
と
雖
も
、
世
間
の
学
者
も
許
し
、
我

身
に
も
さ
も
や
と
う
ち
覚
ゆ
る
こ
と
は
二
乗
作
仏
久
遠
実
成
な
る
べ
し
。
法
華
経
の
原
文
を
拝
見
す
る
に
合
利
弗
は
華
光
如
来
以
下
、

二
に
は
、
教
主
釈
尊
は
住
劫
第
九
の
減
人
寿
百
歳
の
時
以
下
略
、
ま
さ
し
く
こ
の
疑
を
答
え
て
云
く
、
然
善
男
子
我
実
成
仏
己
来
○
○

○
○
那
由
陀
劫
云
云
　

　

　

（縮
七
五
四
―
七
一ハ
四
頁
）

と
あ
り
。
こ
の
下
に
華
厳
乃
至
般
若
大
日
経
等
は
二
乗
作
仏
を
穏
す
の
み
な
ら
ず
香
ム
と
あ
り
即
ち

華
厳
乃
至
般
若
大
日
経
等
は
二
乗
作
仏
を
隠
す
の
み
な
ら
ず
、
久
遠
実
成
を
説
き
か
く
さ
せ
給

へ
り
此
等
の
経
々
に
二
っ
の
失
あ
り
、

一
つ
に
は
存
二
行
布
一故

働

未
レ開
レ権

述
門

一
念
三
千
を
か
く
せ
り
。
二
つ
に
は
言
二始
成
一故

曾

未
レ廃
レ述

本
門
久
遠
を
か
く

せ
り
。
此
等
の
二
つ
の
大
法
は

（事
理
三
千
）

一
代
の
綱
骨

一
切
経
の
心
髄
な
り
。
述
門
方
便
品
は

一
念
三
千
二
乗
作
仏
を
説
い
て
爾

前
二
種
の
失

一
つ
を
脱
れ
た
り
。
し
か
り
と
雖
い
ま
だ
廃
述
顕
本
せ
ざ
れ
ば
ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
顕
わ
れ
ず
二
乗
作
仏
も
定
ら
ず
、

水
中
の
月
を
見
る
が
如
し
、根
な
し
草
の
波
上
に
浮
ぶ
る
に
似
た
り
、本
門
に
至
つ
て
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
四
教
の
果
を
破
ぶ
る
。
四

教
の
果
を
破
れ
ば
四
教
の
因
破
れ
ぬ
、爾
前
述
門
の
十
界
の
因
果
を
打
破
っ
て
本
門
の
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
す
、此
れ
即
ち
本
因
本
果

の
法
門
也
、
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
り
て
、真
の
十
界
互
具
百
界
千
如

一
念
三
千
な
る
べ
し
。
と
仰
せ
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五
）

ら
れ
た
御
文
を
ひ
き
て
、述
門
実
相
二
乗
作
仏
の
記
小
の
一
念
三
千
は
、記
小
久
成
合
論
の
三
千
に
な
り
、
こ
の
合
論
の
三
千
は
廃
述
顕
本

せ
ら
れ
て
本
因
本
果
の
事
具
三
千
を
顕
わ
し
、
姦
に
本
門
事
具
本
因
本
果
の
三
千
が
極
ま
る
の
で
あ
る
と
指
南
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
開
目
抄
の
御
文
を
引
て
述
べ
た

一
念
三
千
に
つ
い
て
は
前
述
の
如
く
当
宗
に
て
は
教
理
と
し
て
い
る
に
対
し
諸
門
流
に
て
は

一
念

三
千
を
宗
旨
と
謂
つ
て
い
る
、
こ
こ
に
大
き
な
謬
解
が
あ
る
の
で
あ
り
、
宗
旨
は
あ
く
ま
で
三
大
泌
法
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
間
違
え
る

故
に
宗
祖
の
御
題
目
を
唱
へ
な
が
ら
、他
派
に
於
て
は
宗
祖
に
違
背
し
て
天
台
ず
り
、中
古
天
台
ず
り
に
堕
し
て
し
ま
う
の
で
あ
り
ま
す
。

南
無
妙
法
蓮
華
経
は

一
念
三
千
を
総
持
す
る
要
法
な
る
こ
と
を
示
し
て
四
信
五
品
抄

（縮
一
五
四
一し

に

問

汝
何

不
レ
勧
二進

一
念
三
千

観
門
一唯
令
レ
唱
二題
目
許
↓
答

云

日
本

一一字

摂
二尽
　
一ハ
十
六
国
之
人
畜
財
一

氏

両
字

豊
無
二　
七
十
箇
国
↓
妙
楽
云

略

挙
二
経
題
一玄

収
二

部
一。
又
云

略

挙
二
界
如
一具
　
摂
≡
一千
一。
。

阿
難
尊
者
三
会
八
年
之
間

仏
語
挙
レ之

題
二妙
法
蓮
華
経
一次

下

領
解

云

如
是
我
聞

云
云
。

と
仰
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
門
祖
日
隆
聖
人
御
科
文
遊
ば
さ
れ
、

南
無
妙
法
蓮
華
経
は
界
如

一
念
三
千
を
惣
持
す
る
故
に
、
惣
名
の
要
法
を
以
て

一
代
最
勝
の
要
法
と
為
す

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

観
心
た
る

一
念
三
千
を
教
相
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
の
が
二
乗
作
仏
、
久
遠
成
道
で
あ
り
、
十
章
抄

（縮
六
七
五
）
に

一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
の
十
如
実
相
な
れ
ど
も
義
分
は
本
門
に
限
る
。
爾
前
は
述
門
の
依
義
判
文
、
述
門
は
本
門
の
依
義
判
文
な

り
。
但
真
実
の
依
文
判
義
は
本
門
に
限
る
べ
し
。
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
真
実
の
依
文
判
義
と
は
種
脱
を
も
つ
て
判
ず
る
こ
と
で
、
こ
の
二

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

一　
不
レ残

。
月

文
殊
師
利
菩
薩
、

―-47 -―



総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
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て

乗
作
仏
を
こ
の
文
に
よ
っ
て
見
る
に
、
こ
の
二
乗
作
仏
に
述
門
の
二
乗
作
仏
と
本
門
の
二
乗
作
仏
あ
り
、
本
門
の
二
乗
作
仏
に
は
脱
と
種

の
二
つ
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
脱
は
今
世
に
出
て
六
句
実
相
を
聞
き
開
悟
し
得
脱
す
る
。
こ
れ
述
中
の
脱
で
あ
り
、
本
因
果
国
の

実
相
を
開
悟
し
て
作
仏
す
る
の
は
本
脱
で
こ
れ
を
記
小
と
な
し
、
而
し
て
こ
れ
ら
の
脱
の
機
は
何
れ
も
在
世
横
取
り
の
脱
果
に
し
て
種
を

以
て
あ
ら
は
す
本
地
下
種
の
二
乗
作
仏
は
、
下
種
は
本
門
八
品
に
在
り
入
品
の
中
に
も

一
品
二
半
に
あ
り
、
こ
の
久
遠
下
種
は
末
法
の
為

に
説
き
顕
は
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一
般
論
と
し
て
は
、
述
門
に
は
二
乗
作
仏
を
説
い
て
九
界
の
成
仏
を
顕
し
、
本
門
に
は
久
遠
実
成
を
説
て
仏
界
の
成
仏
を
顕
す
と
し
、

そ
の
仏
界
の
自
行
成
満
の
因
果
に
ま
で
謂
を
及
ぼ
さ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
当
宗
に
於
て
は
門
祖
日
隆
聖
人
の
御
指
南
に
よ
り
、
仏
界
の

因
行
を
明
し
て
成
仏
の
根
本
、
仏
種
子
を
顕
本
す
る
に
在
り
、
こ
れ
を
御
指
南
に
総
名
顕
本
、
本
因
妙
顕
本
又
下
種
顕
本
と
仰
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
知
ら
ざ
る
諸
門
流
は

「
仏
性
論
」
の
開
顕
を
二
乗
作
仏
と
説
き
、
久
遠
成
道
を

「
仏
陀
論
」
と
い
う
分
別
を
以
て

各
々
に
相
関
す
る
も
の
と
し
て
本
述

一
致
論
を
説
く
の
は
開
目
抄
の
御
妙
判
に
違
背
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
前
述
の
御
指
南
の
文
に
、

次
に
久
成
を
釈
し
、
終
り
に
答
え
て
云
く
、
然
我
実
成
仏
己
来
無
量
乃
至
那
由
陀
劫
云
云
と
い
ふ
よ
り
、
百
界
千
如

一
念
三
千
な
る
ベ

し

と

。

仰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
の
中
に
御
開
山
は
記
小
久
成
の
合
論
の
三
千
を
成
ず
と
御
指
南
あ
り
、
そ
の
所
以
は
、

「
発
述
顕
本
せ
ざ
れ
ば
二
乗

作
仏
も
定
ま
ら
ず
」
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
以
て
記
小
久
成
合
論
の
三
千
を
成
ず
る
と
御
指
南
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

発
述
顕
本
に
よ
っ
て
顕
は
す
三
千
は
、
方
便
品
の
十
如
実
相
の
文
に
よ
っ
て
二
乗
作
仏
す
、
即
ち
記
小
と
、
寿
量
品
の
六
句
実
相
に
よ

っ
て
久
遠
成
道
す
、
即
ち
久
成
と
、
こ
の
二
つ
を
合
論
し
て
三
千
を
成
ず
る
の
ほ
述
脱
で
あ
り
、
こ
の
述
脱
を
以
て
記
小
と
す
る
の
は
太
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地
の
立
場
で
あ
り
、
父
大
王
が
即
ち
本
地
報
身
本
仏
が
顕
れ
ず
ん
ば
記
小
も
定
ま
ら
ず
、
こ
の
記
小
と
は
六
句
の
実
相
を
開
悟
し
て
作
仏

す
る
を
記
小
と
す
る
故
で
あ
り
ま
す
。
故
に
本
地
報
身
本
仏
の
久
成
を
開
顕
し
て
本
因
本
果
の
三
千
を
顕
す
の
が
開
目
抄
の
一
念
三
千
の

真
意
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
開
目
抄
の

「
此
に
予
愚
見
を
以
香
ご

の
文
よ
り
以
前
は
述
化
御
所
知
、
天
台
の
二
箇
の
大
事
で
あ
り
、

「
此
に
予
愚
見
を
以

云
云
」

よ
り
以
後
は
本
地
本
門
の
二
乗
作
仏
、
久
遠
成
道
で
高
祖
即
ち
本
化
御
所
知
の
二
箇
の
大
事
で
あ
り
ま
す
。

而
ら
ば
体
内
所
摂
理
具

一
念
三
千
と
は
何
か
と
言
う
と
観
心
本
尊
抄
に
は
、
始
め
に
天
台
止
観
の
理
具
三
千
を
出
し
、
御
科
文
に
よ
れ

ば
体
内
理
具
三
千
を
出
さ
れ
あ
る
。
こ
の
体
内
理
具

一
念
三
千
の
法
相
は
前
述
の
如
く
当
家
は
本
因
本
果
不
二
の
理
を
根
本
と
し
て
十
界

十
如
、
三
世
間
、
三
諦
の
四
種
法
相
を
以
て
三
千
の
法
相
を
成
立
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
台
家
の
理
具
三
千

（当
家
よ
り
言
へ
ば
体
外
）

は
前
述
の
如
く
、
十
界
、
十
如
、
三
世
間
、
三
諦
の
理
の
四
種
法
相
を
以
て
三
千
法
相
を
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
台
家
は
三
諦
円
理
を

根
本
と
し
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
故
に
十
界
死
法
門
、
三
諦
活
法
門
と
い
っ
て
い
る
が
、
当
家
は
十
界
の
本
因
本
果
不
二
の
理
を
根
本
と

し
て
立
つ
る
三
千
な
る
が
故
に
当
家
と
台
家
の
一
念
三
千
は
其
の
名
目
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
本
質
、
実
体
に
於
て
は
天
地
の
異
が
あ
る
。

彼
は
三
諦
円
融
の
理
を
以
て
十
界
の
諸
法
を
論
じ
十
如
、
三
世
間
を
説
く
も
の
で
所
謂
理
体
理
用
の
三
千
で
あ
り
、
当
家
は
十
界
の
本
因

木
果
不
二
の
理
を
以
て
十
界
諸
法
の
本
理
と
為
し
て
、
十
界
、
十
如
、
三
世
間
の
諸
法
を
説
き
三
諦
円
理
は
十
界
の
事
体
に
備
は
る
理
用

と
す
る
故
に
こ
れ
は
事
体
理
用
の
三
千
で
あ
る
。

こ
れ
要
す
る
に
台
家
は
三
諦
の
理
に
約
し
て
円
具
を
説
き
三
千
の
互
具
を
説
く
、
当
家
は
本
因
果
不
二
の
理
に
約
し
て
円
具
を
説
き
十

界
三
千
の
互
具
を
説
く
、
而
し
て
当
家
の
互
具
と
は
依
報
、
正
報
互
具
し
て
十
界
の
正
報
も
依
報
も

一
界
に
十
界
を
具
し
、
十
界
も

一
界

に
摂
備
し
て
無
凝
な
の
で
あ
り
ま
す
。

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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こ
れ
体
内
理
具
三
千
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
体
内
理
具
三
千
を
以
て
Ｈ
　
木
画
本
尊
の
原
理
、
日
　
木
画
本
尊
の
開
眼
、
日
　
草
木
成
仏

の
正
体
と
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
さ
れ
、
こ
の
原
理
正
体
を
指
し
て

「
難
信
難
解
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

故
に
こ
の
難
信
難
解
と
は
総
じ
て
は
総
名
妙
法
蓮
華
経
、
別
し
て
は
体
内
理
具

一
念
三
千
で
あ
り
、
観
心
門
の
難
信
難
解
は
こ
の
体
内

理
具

一
念
三
千
教
相
門
の
難
信
難
解
は
久
遠
成
道
な
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
難
信
難
解
に
つ
い
て
内
壼
天
台
の
三
大
部
に
は
教
相
門
と
観
心
門
の
難
信
難
解
が
明
さ
れ
て
あ
り
、
先
づ
教
相
門
の
難
信
難
解
は

玄
義
、
文
句
に
説
く
処
で
あ
り
、
爾
前
諸
経
に
は
二
乗
の
永
不
成
仏
、
間
提
不
成
仏
と
教
主
釈
尊
の
始
成
正
覚
で
あ
る
。
法
華
経
に
於
て

二
説
を
破
し
て
述
門
に
は
二
乗
闊
提
が
作
仏
し
、
本
門
に
は
釈
尊
の
久
遠
成
道
を
顕
わ
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
体
内
理
具

一
念
三
千
を

二
乗
が
証
り
、
聞
提
不
信
者
が
体
内
理
具
三
千
の
法
門
を
聞
く
故
で
始
成
を
破
し
て
久
遠
成
道
を
顕
わ
さ
れ
た
の
は
体
内
理
具

一
念
三
千

を
教
主
釈
尊
が
我
が
身
に
顕
わ
し
て
、
そ
の
本
因
を
我
本
行
菩
薩
道
と
示
し
、
本
果
を
我
実
成
仏
己
来
甚
大
久
遠
と
示
し
て
此
の
本
因
と

本
果
互
具
し
本
因
九
界
と
本
果
仏
界
と
不
二
し
て
体
内
理
具

一
念
三
千
が
現
わ
れ
る
こ
れ
が
久
遠
成
道
で
あ
り
ま
す
。
か
く
の
如
く
示
さ

れ
た
其
の
事
実
は
教
主
釈
尊

一
仏
の
説
と
し
て
一
仏
の
二
言
で
あ
り
そ
の
相
異
は
相
ひ
容
れ
な
い
水
火
で
あ
り
誰
人
も
信
じ
難
き
も
の
で

あ
り
本
地
本
門
法
華
経
に
説
れ
た
二
乗
聞
提
作
仏
と
久
違
成
道
と
は
実
に
教
相
門
の
難
信
難
解
で
あ
る
。

こ
の
教
相
門
の
難
信
難
解
で
あ
る
二
乗
閏
提
作
仏
と
久
遠
成
道
は
本
地
本
門
法
華
経
に
説
き
体
内
理
具

一
念
三
千
を
顕
わ
す
処
の
も
の

に
し
て
、
こ
の
教
相
門
の
難
信
難
解
が
草
木
成
仏
を
顕
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
は
仏
界
釈
尊
の
久
遠
成
道
、
二
乗
界
聞
提
の
作
仏
で

な
く
草
木
非
情
界
の
二
乗
聞
提
作
仏
、
久
遠
成
道
で
そ
の
理
由
は
本
地
本
門
法
華
経
は

一
法
界
の
上
に
十
界
を
分
別
し
十
界
互
具
を
説
き

て
依
報
、
正
報
に
亘
て
十
界
互
具
百
界
千
如
あ
り
て
法
界
の
三
千
の
法
相
を
顕
は
し
た
も
の
で
あ
る
故
に
言
う
処
の
二
乗
界
は
単

一
の
二

乗
界
で
な
く
十
界
互
具
百
界
千
如
三
千
法
相
の
二
乗
界
で
あ
り
仏
界
で
あ
り
ま
す
。
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故
に
有
情
の
上
だ
け
で
百
界
千
如
三
千
を
立
て
た
も
の
が
玄
文
の
三
千
の
法
相
で
あ
り
、
有
情
非
情
に
亘
り
、
即
ち
正
報
依
報
の
上
に
十

界
互
具
百
界
千
如
三
千
の
法
相
を
立
た
も
の
が
止
観
の
一
念
三
千
で
あ
り
、
体
内
理
具
の
一
念
三
千
は
本
因
本
果
、
此
の
本
因
本
果
の
九

界
、
仏
界
は
非
情
と
有
情
の
上
に
顕
わ
れ
た
処
の
本
因
本
果
十
界
で
あ
り
、
其
の
本
因
本
果
の
十
界
互
具
の
本
因
九
界
と
本
果
仏
界
と
不

二
す
る
が
故
に
正
報
の
上
に
顕
わ
さ
れ
た
二
乗
閲
提
作
仏
、
久
遠
成
道
を
法
華
経
に
説
れ
た
の
で
あ
り
、
其
の
二
乗
間
提
作
仏
、
久
遠
成

道
は
そ
の
ま
ま
非
情
草
木
界
の
二
乗
聞
提
作
仏
、
久
遠
成
道
の
顕
現
で
、
況
や
依
報
、
正
報
互
具
し
木
因
本
果
の
十
界
互
具
す
る
が
故
に

仏
界
の
久
遠
成
道
は
即
人
界
乃
至
地
獄
界
の
久
遠
成
道
で
あ
り
、
二
乗
聞
提
作
仏
で
あ
り
ま
す
。

故
に
大
意
抄
に
妙
判
さ
れ
　

（縮
一
九
一〇

法
華
経
之
意
は
即
一兜
率
一十
方
仏
土
中
。
即
一
西
方
一十
方
仏
土
中
。
人
天
に
即
し
て
十
方
仏
土
中
云
云
。

法
華
経
は
悪
人
は
悪
人
に
対

し
て
は
十
界
の
悪
を
説
は
悪
人
五
眼
を
具
シ
な
ん
ど
す
れ
ば
悪
人
の
き
わ
ま
り
を
救
ヒ。
女
人
に
即
し
て
十
界
を
談
れ
ば
十
界
皆
女
人
な

る
事
を
談
ず

と
仰
せ
ら
れ
て
あ
る
故
に
二
乗
閏
提
作
仏
、
久
遠
成
道
は
本
因
本
果
の
十
界
互
具
依
報
正
報
不
二
し
て
互
具
す
る
体
内
理
具
三
千
の
上
に

顕
現
し
た
も
の
で
、
そ
れ
故
に
二
乗
固
提
作
仏
、久
遠
成
道
は
草
木
成
仏
に
即
す
る
故
に
草
木
界
の
二
乗
閲
提
作
仏
、久
遠
成
道
で
あ
る
。

次
で
天
台
の
内
観
止
観
に
示
さ
れ
た
観
心
門
の
難
信
難
解
と
は

（本
尊
抄
の
冒
頭
の
止
観
の
文
要
に
示
さ
れ
た
止
観
第
五
の
観
不
思
議

境
の
理
境
に
説
れ
た

一
念
三
千
、
是
れ
即
ち
総
名
所
摂
の
理
具

一
念
三
千
）
即
ち
体
内
理
具

一
念
三
千
、
百
界
千
如

（三
世
間
）

一
念
三

千
で
あ
り
、是
は
非
情
の
上
の
色
心
の
二
法
で
其
の
色
心
二
法
を
表
す
も
の
は
十
如
是
に
し
て
、
ア」れ
即
ち
観
心
門
の
難
信
難
解
で
あ
る
。

即
ち
内
竪
止
観
に
於
て
体
内
理
具

一
念
三
千
を
明
さ
れ
た
、
そ
れ
が
観
心
門
の
難
信
難
解
で
あ
り
、
草
木
成
仏
の
意
神

（原
理
）
で
あ

る
。
そ
の
体
内
理
具

一
念
三
千
は
色
心

一
体
の
法
界
に
存
在
す
る
十
法
界
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
色
心

一
体
の
法
界
の
法
相
が
十
界
で
あ

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

る
故
に

一
法
界
の
法
相
即
ち
十
界
で
あ
る
か
ら
同
時
に
十
法
界
は

一
法
界
で
あ
り
、
政
に
十
界
互
具
す
る
。
そ
れ
が

法

界
の
法
相
で
あ

る
。
さ
れ
ば
十
界
は
互
具
し
て
百
界
と
な
り
百
界
互
具
す
れ
ば
千
界
と
な
る
、
斯
く
し
て
無
尽
に
互
具
す
る
も
の
こ
れ
亦
法
界
の
法
相
で

あ
る
。
是
の
故
に
且
ら
く
三
千
の
数
を
立
て
法
界
の
法
相
を
顕
わ
す
。
此
の
十
界
三
千
の
法
相
は
色
心
の
二
法
の
上
に
而
立
す
る
故
に
色

心
二
法
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
十
如
是
は
十
界
の
相
性
体
を
顕
す
も
の
で
あ
り
、
法
界
の
相
性
体
を
顕
わ
す
。
委
し
く
言
え
ば
法
界
の
相

性
体
力
作
因
縁
果
報
及
び
本
末
究
党
等
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
故
に
十
界
の
中
の
一
法
界
に
は
必
ず
十
如
を
具
し
、
十
界
互
具
す
る

百
界
に
は
千
如
是
が
あ
っ
て
〓
千
法
相
を
顕
わ
し
て
い
る
。
而
し
て
法
界
は
心
法
の
正
報
と
色
法
の
依
報
と
互
具
し

一
体
な
る
が
故
に
十

界
の
中
の
一
法
界
に
は
必
ず
依
報
の
国
土
、
正
報
の
衆
生
世
間
を
具
し
そ
の
原
質
と
見
る
可
き
五
陰
を
具
す
る
の
で
あ
り
ま
す
¨
故
に
十

界
の
中
の
一
界
に
は
必
ず
三
世
間
を
互
具
す
、
十
界
に
は
三
十
種
の
世
間
を
互
具
す
、
百
界
に
は
三
千
種
の
世
間
を
具
し
て
斯
く
し
て
無

尽
の
法
界
に
は
無
尽
の
三
世
間
を
具
す
る
。
是
れ
を
三
千
の
満
数
を
以
て
法
界
の
法
相
を
顕
わ
す
。
こ
の
三
世
間
に
も
亦
色
心
の
二
法
を

具
す
。
即
ち
国
土
世
間
は
依
報
の
色
法
、
衆
生
世
間
は
正
法
の
心
法
で
あ
り
、
五
陰
世
間
も
亦
色
心
の
二
法
あ
り
、
こ
の
故
に
一
心
、　
一

物
皆
悉
く
色
心
二
法
を
具
す
る
の
で
あ
る
。
是
の
如
き
色
心
の
二
法
を
顕
し
た
も
の
は
法
界
の
十
妙
是
が
即
ち
こ
れ
で
あ
る
。

是
の
如
き
体
内
理
具

一
念
三
千
が
草
木
成
仏
の
意
神
と
な
り
、
木
画
本
尊
開
眼
の
意
神
と
な
る
こ
れ
が
観
心
門
の
難
信
難
解
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
体
内
理
具

一
念
三
千
を
教
相
門
及
び
観
心
門
の
面
よ
り
述
べ
た
が
更
に

一
念
三
千
観
心
の
正
体
を
明
す
と
、

一
念
三
千
の
観
心
の
正
体
は
台
家
の
如
く
十
界
十
如
三
世
間
の
三
千
を
三
諦
の
理
に
約
し
て
成
立
す
る
の
で
な
く
、
開
目
抄
に

「
一
念

三
千
と
申
す
法
門
は
十
界
互
具
よ
り
事
起
れ
り
」
と
妙
判
あ
り
て
、
当
家
は
本
因
果
互
具
の
十
界
を
以
て

一
念
三
千
の
実
体
と
せ
ら
れ
た

故
に
本
因
本
果
本
国
土
依
正
互
具
を
以
て
十
如
、
三
世
間
、
三
諦
の
理
は
其
の
用
と
し
て
具
備
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
本
因
果
の
十
界
互

具
を
以
て
直
ち
に

一
念
三
千
と
せ
ら
れ
た
故
に
体
内
理
具
三
千
と
は
本
因
果
互
具
の
十
界
の
因
果
を
不
二
の
理
に
約
し
、
本
因
果
十
界
互
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具
の
九
界
所
具
の
仏
界
に
約
し
て
本
因
果
互
具
の
十
界
を
顕
わ
す
を
以
て
体
内
理
具
三
千
の
観
心
と
な
す
の
で
あ
る
。

而
し
て
本
尊
抄
に

「
観
心
と
は
我
が
己
心
を
観
じ
て
十
法
界
を
見
る
」
と
妙
判
さ
れ
て
あ
る
故
に
、
こ
の
観
心
を
あ
ら
わ
す
修
観
た
る

観
行
は
我
等
名
字
即
の
凡
夫
が
唱
題
す
る
処
に
具
す
る
故
に
本
尊
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
観
心
の
境
と
な
し
口
唱
の
題
目
を
以
て
智
と
な
し

本
尊
の
境
と
唱
題
信
心
の
智
と
境
智
冥
合
し
て
観
心
を
成
ず
る
義
も
あ
る
が
、
観
心
と
は
自
力
の
観
解
で
は
な
く
し
て
、
法
華
経
に
依
て

観
ぜ
じ
め
ら
れ
信
ぜ
じ
め
ら
れ
る
経
力
に
よ
る
観
心
に
し
て
、
我
等
名
字
即
の
凡
夫
の
信
心
口
唱
す
る
処
に
本
因
果
互
具

一
念
三
千
の
観

心
の
正
体
を
顕
わ
せ
る
こ
と
を
当
体
義
抄

（縮
九
九
こ

に

正
直
一捨
二
方
便
一但
信
二法
華
経
一唱
二
南
無
妙
法
蓮
華
経
一人
　
煩
悩
業
苦

〓
一道
法
身
般
若
解
脱

〓
一徳

転

〓
一観
三
諦
即

一
心
一顕

レ

其
人

所
住
之
処

常
寂
光
土
也
。
能
居
所
居
身
土
色
心
倶
体
倶
用
無
作
三
身

本
門
寿
量

当
体
蓮
華
仏

ハ者
日
蓮

弟
子
檀
那
等

中

事
也
。
是
即
法
華

当
体
自
在
神
力

所
レ顕

功
能
　
敢

不
レ
可
レ
疑
レ之

不
レ可
レ
疑
レ之

敢

と
妙
判
せ
ら
れ
て
あ
る
。

さ
れ
ば
名
字
即
の
凡
夫
が
唱
題
す
る
処
に
久
遠
本
地
の
寿
量
品
の
顕
本
の
本
仏

（即
ち
本
因
果
互
具
の
仏
界
）
が
顕
現
せ
ら
れ
る
の
で

こ
れ
は
本
地
本
門
法
華
経
の
当
体
た
る
本
門
八
品
上
行
付
属
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
自
在
神
力
即
ち
経
力
の
顕
す
功
能
に
し
て
経
力
に
よ

る
観
心
で
あ
る
。

而
し
て
我
々
名
字
即
の
凡
人
信
心
の
一
念
に
本
因
果
互
具
の
十
界
を
具
現
し
て
あ
る
け
れ
ど
も
末
代
悪
世
の
初
心
の
信
者
は
自
力
に
て

十
界
互
具
の
仏
界
が
信
心
唱
題
の
一
念
に
具
現
す
る
仏
界
の
相
を
知
る
こ
と
出
来
な
い
の
は
、
喩
え
ば
他
人
に
具
し
あ
る
六
根
は
我
自
身

は
明
に
見
知
れ
ど
も
、
自
身
に
具
備
す
る
六
根
を
自
力
で
見
知
る
こ
と
出
来
な
い
、
そ
れ
と
同
じ
く
我
が
己
心
に
具
顕
し
て
お

る
仏
界

（十
界
互
具
）
を
見
知
る
こ
と
で
き
な
い
が
、
明
鏡
に
向
え
ば
自
身
に
具
備
し
て
お
る
六
根
は
明
に
見
知
る
こ
と
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

れ
と
同
じ
く
外
縁
の
経
を
明
鏡
と
し
て
我
等
凡
夫
の
己
心
を
写
す
と
き
自
身
に
仏
界
を
具
備
す
る
こ
と
見
知
る
の
で
あ
る
が
、
設
い
爾
前

の
経
々
惣
じ
て
述
中
の
諸
経
に
付
て
十
界
互
具
の
仏
界
を
見
知
ら
ん
と
し
て
も
真
実
の
仏
界
を
見
る
こ
と
出
来
な
い
。
述
中
の
諸
経
の
処

々
の
経
文
に
六
道
四
聖
を
説
き
載
ら
れ
て
あ
る
け
れ
ど
も
そ
の
十
界
は
真
実
の
十
界
互
具
の
十
界
で
な
い
。
本
地
本
門
法
華
経
並
に
天
台

大
師
内
璽
の
止
観
の
明
鏡
に
向
い
、
こ
の
明
鏡
に
任
せ
て
自
身
を
写
す
時
、
自
身
の
凡
夫
の
己
心
に

（教
信
の
己
心
）
自
具
の
十
界
百
界

千
如

一
念
三
千
即
ち
本
因
果
十
界
互
具
の
仏
界
を
具
す
る
こ
と
経
力
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
に
よ
っ
て
体
内
理
具

一
念
三
千
に
つ
い
て
明
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
即
ち
理
具

一
念
三
千
と
は
妙
法
蓮
華
経
体
内
の
本
因
本
果
不
二

す
る
十
界
互
具
の
理
を
言
う
の
で
あ
り
、
こ
の
理
が
草
木
成
仏
、
木
絵
本
尊
の
開
眼
及
び
そ
の
意
神
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
観
心
の
正

体
は
名
字
即
の
凡
人
が
妙
法
五
字
を
回
唱
す
る
そ
の
経
力
信
心
の
己
心
に
十
界
三
千
を
具
す
る
こ
と
を
明
し
、
十
界
互
具
の
界
々
を
顕
現

す
る
相
を
明
し
経
力
に
よ
っ
て
己
心
に
十
界
を
互
具
す
る
こ
と
を
信
知
せ
し
め
ら
れ
経
力
に
よ
っ
て
十
界
を
顕
現
す
る
こ
と
な
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
体
内
理
具
の
一
念
三
千
は
体
内
事
具

一
念
三
千
に
摂
め
ら
れ
こ
の
体
内
事
具
三
千
は
惣
名
事
具
三
千
に
摂
め
ら
れ
る
の
で
あ

り
ま
す
。

即
ち
体
内
事
具

一
念
三
千
と
は
総
名
体
内
の
本
因
本
果
而
二
す
る
十
界
互
具
を
い
う
の
で
あ
り
、
惣
名
事
具
三
千
と
は
、
こ
れ
に
惣
別

の
二
義
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
惣
と
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
直
ち
に
指
し
て
事
具

一
念
三
千
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
別
と
は
惣
名

体
内
の
本
因
本
果
而
二
す
る
十
界
互
具
の
理
を
指
す
の
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て
惣
名
事
具
三
千
の
惣
別
に
つ
い
て
惣
名
が
直
ち
に

一
念
三
千
十
界
互
具
を
顕
現
し
た
る
相
な
り
と
す
れ
ば
南
無
妙
法
蓮
華
経
が

事
具

一
念
三
千
で
あ
る
と
い
う
義
で
あ
り
、　
一
念
三
千
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
と
い
う
義
が
成
立
す
る
が
、
こ
れ
は
名
体
に
約
し
て

か
く
い
う
の
で
あ
り
、
惣
名
が
直
ち
に

一
念
三
千
で
あ
る
と
い
う
場
合
は
名
に
約
し
、　
一
念
三
千
が
妙
法
蓮
華
経
と
す
る
場
合
を
体
に
約
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さ
れ
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
様
に

一
念
三
千
と
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
名
体
を
論
ず
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
御
指
南
に
は
、
別
体
の
南
無
妙

法
蓮
華
経
と
な
し
、
体
内
理
事
の
一
念
三
千
惣
名
事
具

一
念
三
千
を
総
在
す
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
総
体
総
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ

り
、
総
体
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
能
生
能
開
能
摂
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、
別
体
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
直
ち
に
事

具
三
千
と
す
る
も
の
で
、
前
者
は
惣
体
惣
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、
後
者
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
以
て
事
具
三
千
と
す
る
の
は
四

句
を
惣
す
る
別
要
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
の
で
あ
り
ま
す
。

体
内
理
具

一
念
三
千
は
惣
名
事
具
三
千
妙
法
蓮
華
経
に
摂
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
理
が
極
成
し
、
体
内
事
具

一
念
三
千
も
惣
名

事
具
三
千
妙
法
蓮
華
経
の
中
に
摂
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
そ
の
理
は
極
成
せ
ず
、
妙
法
蓮
華
経
の
中
に
入
ら
ね
ば
不
二
、
而
二
の
一
念
三
千
と

は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
体
内
理
事
の
三
千
を
総
摂
す
る
処
の
惣
名
事
具
三
千
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
即
ち
四
句
を
総
ず
る
別
要
の
南
無
妙
法
蓮
華
経

一
念

三
千
即
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
即
三
千
と
す
る
名
体

一
如
の
妙
法
蓮
華
経
と
は
如
何
な
る
も
の
か
と
申
ま
す
と
、
こ
の
惣

名
事
具
三
千
妙
法
蓮
華
経
は
本
地
本
門
境
妙
に
し
て
、
そ
の
法
体
に
は
本
因
本
果
不
二
而
二
す
る
十
界
互
具
百
界
千
如

一
念
三
千
を
具
備

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
理
具
三
千
を
摂
め
て
い
ま
す
。

そ
の
法
体
を
示
せ
ば
本
尊
抄

（縮
九
一一一八
）
に

法
華
経

云

欲
レ聞
二
具
足
道
一等
呑
ム
　
涅
槃
経

云

薩
　
者
名
二具
足
一等
〓
ム
　
立嘔
樹
菩
薩

云

薩
　
者
六
也
等
呑
ム
。
　

無
依
無

一一
　
　
ク
　
　
ト

ハ
　
　
　
　
　
メ
　
　
フ
　
　
ト
　
　
　
ノ
　
　
ニ
ハ
　
　
テ
　
　
フ
　
　
ス
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′
　
　
ニ
　
　
　
タ
　
　
ト

ハ
　
　
　
　
　
メ
　
　
ス
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

得
大
乗
四
論
玄
義
記

云

沙
　
者
訳

云
レ
六
　
胡

法
　
以
レ
六

為
二
具
足

義

也
。
吉
蔵

疏

云

沙
　
者
翻

為
二
具
足
一。
天
台
大
師

一ム

薩
　
者
梵
語
　
此
　
献
レ
妙

等
丞
ム
。

と
仰
せ
ら
れ
て
あ
り
、

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

惣
名
事
具
三
千
を
梵
語
に
は
薩
達
摩
分
荼
梨
伽
素
陀
羅
と
い
ひ
、
狐
じ
て
妙
法
蓮
華
経
と
い
い
こ
れ
を
法
華
経
に
説
て
欲
聞
具
足
道
と

説
れ
て
あ
り
、
涅
槃
経
に
は
薩
と
は
具
足
に
名
付
た
語
と
い
い
、
竜
樹
菩
薩
は
薩
と
は
六
な
り
と
い
い
、
無
依
無
得
大
乗
四
論
玄
義
記
に

は
沙
と
は
訳
し
て
六
と
い
い
、
胡
の
法
に
は
六
を
以
て
具
足
の
義
と
な
す
と
あ
り
、
吉
蔵
の
疏
に
は
研
じ
て
具
足
と
な
す
と
あ
り
、
天
台

大
師
は
薩
と
は
梵
語
こ
れ
に
は
妙
と
翻
ず
と
い
わ
れ
て
あ
り
、
こ
れ
が
惣
名
事
具
三
千
の
法
体
に
し
て
、
欲
聞
具
足
道
の
経
文
と
は
、
今

惣
名
事
具
三
千
妙
法
蓮
華
経
の
扶
釈
と
し
て
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
具
足
道
の
具
足
と
は
十
界
互
具
本
因
果
不
二
の
惣
名
事
具
三

千
妙
法
蓮
華
経
を
指
す
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
本
地
本
門
境
妙
た
る
惣
名
事
具
三
千
妙
法
蓮
華
経
に
理
具
三
千
を
摂
め
て
あ
る
こ
と
を
明
し
、
名
字
凡
人
の
信
心
に
釈
尊
の
述
本

の
自
行
の
因
果
を
兼
摂
し
て
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
本
尊
抄

（縮
九
一二
八
）
に

私

加
二
会
通
一如
レ顆
二本
文
↓
雖
レ爾
　
文

心

者
釈
尊
因
行
果
徳

一
一法

妙
法
蓮
華
経

五
字

具
足
。
我
等
受
二持
　
此
五
字
一自

然

譲
二与
　
　
彼

因
果

功
徳
↓

と
仰
せ
ら
れ
、
釈
尊
の
述
本
二
門
に
示
さ
れ
た
自
行
因
果
の
功
徳
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
し
て
あ
る
故
に
我
等
凡
夫
名
字
即
の
信

心
に
よ
っ
て
五
字
を
聞
受
信
持
す
れ
ば
、
か
の
釈
尊
の
述
本
二
門
に
示
さ
れ
た
仏
自
行
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
与
え
玉
う
と
名
字
即
の
信

心
に
釈
尊
の
自
行
の
因
果
の
功
徳
を
具
備
す
る
こ
と
示
さ
れ
、更
に
惣
名
に
兼
摂
す
る
処
の
述
門
の
因
果
と
は
、
又
本
尊
抄

（縮
九
一一一八
）
に

四
大
声
聞

領
解

云

無
上
宝
珠
不
求
自
得
香
ム
。　
…
…
…
須
史
聞
之
即
得
究
寛
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
是
也
。

と
仰
せ
ら
れ
ヽ
そ
の
述
門
の
因
果
と
は
二
乗
作
仏
の
因
果
で
あ
り
、
体
外
の
場
合
は
述
門
十
如
実
相
に
よ
る
の
で
あ
り
、
今
は
体
内
理
具

三
千
な
る
故
、
本
因
果
不
二
、

（本
地
実
相
）
の
理
に
よ
る
の
で
あ
り
、
此
の
本
因
果
不
二
の
二
乗
作
仏
の
因
果
即
ち
述
門
（本
中
之
述
）

の
因
果
は
、
本
門
の
三
五
塵
点
の
中
に
は
三
千
塵
点
下
種
の
惣
名
妙
法
蓮
華
経
に
帰
摂
す
る
の
で
あ
り
、
今
の
惣
名
と
は
三
千
塵
点
の
妙
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法
蓮
華
経
で
あ
り
、
こ
の
三
千
塵
点
の
惣
名
妙
法
蓮
華
経
は
境
智
の
中
で
は
境
妙
に
し
て
、
三
千
塵
点
の
上
に
更
に
五
百
塵
点
が
顕
わ
れ

る
時
、
本
地
本
門
五
百
塵
点
の
境
智
の
中
に
は
、
本
地
本
門
五
百
塵
点
の
境
妙
に
摂
せ
ら
れ
、
三
千
塵
点
の
惣
名
妙
法
蓮
華
経
は
本
門
五

百
塵
点
に
於
て
究
極
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
本
門
の
因
果
を
の
べ
る
と
、
こ
の
本
門
の
因
果
と
は
本
地
本
門
の
妙
境
南
無
妙
法
蓮
華
経
惣
名
事
具
三
千
に
摂
め
ら
れ
た
師
弟
の

因
果
に
し
て
、
前
者
の
述
門
の
師
弟
の
因
果
を
摂
め
た
惣
名
は
三
千
塵
点
下
種
の
妙
法
蓮
華
経
な
る
故
半
分
の
妙
法
蓮
華
経
な
る
も
今
の

本
門
の
師
弟
の
因
果
を
摂
め
た
妙
法
蓮
華
経
は
五
百
塵
点
の
妙
法
蓮
華
経
な
る
故
全
分
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
門
の
師
弟

の
因
果
を
挙
げ
て
惣
名
に
摂
し
て
理
具
三
千
の
実
体
を
成
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
本
尊
抄

（縮
九
一一一九
）
に

寿
量
品

云

然
我
実
成
仏
己
来
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
等
蓋
ム
…
…
上
行
無
辺
行
浄
行
安
立
行
等

我
等

己
心

菩
薩
也
。

と
仰
せ
ら
れ
、
寿
量
品
に
本
門
久
遠
の
仏
界
を
示
し
て
、
然
我
実
成
仏
己
来
百
千
万
億
那
由
陀
劫
な
り
等
と
説
れ
た
の
は
本
門
の
教
主
釈

尊
の
証
果
で
久
遠
の
仏
界
は
十
界
互
具
す
る
故
に
我
等
の
己
心

（信
心
の
己
心
）
に
具
足
せ
る
処
の
釈
尊
で
あ
り
、
五
百
塵
点
の
劫
数
に

依
て
顕
さ
れ
た
所
顕
の
三
身
（報
身
）
に
し
て
無
始
無
終
に
常
住
の
仏
で
あ
り
又
久
遠
の
仏
界
の
因
行
を
示
し
て
、
我
本
行
菩
薩
道
所
成
寿

命
今
猶
未
尽
復
倍
上
数
と
説
れ
た
本
門
の
教
主
釈
尊
の
因
行
の
菩
薩
界
は
十
界
因
果
互
具
す
る
故
に
末
法
の
我
等
の
己
心
に
具
す
る
処
の

釈
尊
の
春
属
た
る
世
界
で
あ
り
ま
す
。
故
に
地
涌
千
界
の
菩
薩
等
は
我
等
の
己
心
に
具
す
る
処
の
釈
尊
の
春
属
で
、
倒
せ
ば
彼
の
太
公
望

周
公
旦
は
武
王
の
臣
下
で
あ
っ
て
同
時
に
武
王
の
子
幼
稚
な
る
成
二
の
臣
下
春
属
で
あ
り
、
彼
の
武
内
大
臣
は
神
功
皇
后
の
棟
梁
で
あ
っ

て
同
時
に
仁
徳
王
子
の
臣
下
谷
属
で
あ
る
が
如
き
で
あ
る
。
上
行
、
無
辺
行
、
浄
行
、
安
立
行
等
の
大
菩

薩
は
我
等
が
如
き
幼
稚

（初

心
）
の
者
の
己
心
に
具
す
る
処
の
菩
薩
界
で
あ
る
と
十
界
互
具

一
念
三
千
体
内
理
具
三
千
の
実
体
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
本
尊
抄

（縮
九
一一一九
）
に
妙
楽
大
師
の
弘
決
の
文
を
引
て
、
即
ち

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

―- 57 -一



総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

妙
楽
大
師
云
夕当
レニ知
ル身
士
　
一
′、

念
′
〓
一千
け
り故
二成
道
ノ時
称
鷲
此
′本
理
ｒ

身

一
念
遍
ニシ於
法
界
一等
呑
ム

と
仰
せ
ら
れ
て
止
観
の
五
に
明
す
体
内
理
具
三
千
の
法
理
を
妙
楽
大
師
は
解
し
て
当
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。　
一
切
の
諸
法
は
十
界
で
あ

り
、
そ
れ
は
正
報
の
有
情
身
と
依
報
の
非
精
の
上
と
で
あ
る
。
此
の
依
報
の
十
界
と
正
報
の
十
界
が
互
具
し
て
百
界
と
な
り
、
そ
れ
に
十

如
是
の
因
果
が
備
っ
て
百
界
は
千
如
是
と
な
り
そ
れ
に
三
世

間

が
備
え
て
百
界
千
如

三
千
世
間
と
な
る
故
に
十
界
の
身
土

（正
法

・
依

報
）
は
三
千
世
間
で
あ
っ
て
そ
れ
が
諸
法
の
真
実
の
相
で
あ
り
、
此
の
三
千
の
諸
法
は
我
等
の
己
心
の
剰
那
の
一
念
に
具
備
し
て
い
る
故

に
身
土
は
一
念
三
千
で
あ
り
ま
す
。
か
く
の
如
く
で
あ
る
故
に
因
行
が
成
就
し
果
満
じ
て
成
道
を
成
ず
る
時
此
の
本
理

（本
因
果
不
二
の

理
）
に
称
っ
て
我
等
末
法
の
凡
夫
の
色
心
の
一
身
、
我
等
凡
夫
の
己
心
の
一
念

の
心
法

即
ち

一
身

一
念
は
十
法
界

（依
報

・
正
報
の
十

界
）
に
遍
満
し
て
我
が
色
心
と
十
法
界
の
色
心
と

一
体
に
な
る
こ
れ
が
体
内
理
具

一
念
三
千
で
あ
り
ま
す
と
法
身
理
成
仏
を
明
さ
れ
、
本

地
の
妙
境
た
る
南
無
妙
法
蓮
華
経

（惣
名
事
具
三
千
妙
法
蓮
華
経
）
は
依
報
非
情
の
上
と
正
報
有
情
の
身
と
此
の
身
土
の
十
界
が
互
具
し

て
本
因
本
果
の
十
界
が
互
具
し
不
二
す
る
理
具
三
千
を
能
摂
す
る
こ
と
を
明
さ
れ
、
こ
の
妙
境
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
受
持
し
て
成
道
す

る
時
我
等
が
唱
題
す
る

一
念
と
三
千
法
界

（十
界
）
と
因
果
不
二
し
て
一
体
と
な
る
が
法
身
理
成
仏
で
あ
り
ま
す
。
か
く
し
て
あ
ら
わ
さ

れ
た
妙
境
惣
名
事
具
三
千
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
境
智
惣
在
の
能
摂
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
所
摂
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
弘
決
の
五
の
文

は
総
じ
て
巻
頭
の
止
の
五
の
文
要
、
体
内
理
具

一
念
三
千
を
結
釈
し
、
体

内

理
具
三
千
の
実
体

（妙
境
の
惣
名
）
惣
名
事
具
三
千
を
結

び
、
こ
の
体
内
理
具
三
千
の
実
体
妙
境
の
惣
名
た
る
惣
名
事
具
三
千
は
後
の
能
摂
総
在
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
所
摂
と
な
る
こ
と
を
示

さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

即
ち
体
内
理
事
の
三
千
を
極
成
せ
る
能
摂
惣
名
事
具
三
千
は
能
摂
総
持
総
在
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
能
摂
せ
ら
れ
、
こ
の
総
名
事
具

三
千
を
摂
め
た
総
持
総
在
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
出
処
は
本
地
の
五
時
の
中
に
は
本
地
本
門
八
品
に
あ
り
、
そ
の
体
内
の
総
名
事
具
三
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千
に
は
大
智
門
本
果
妙
三
千
と
大
悲
門
本
因
妙
三
千
の
二
義
が
あ
り
、
こ
の
本
果
妙
事
具
三
千
を
本
因
妙
事
具
三
千
に
摂
め
て
総
持
総
在

総
名
妙
法
蓮
華
経
に
摂
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、　
一
往
は
本
地
別
体
門
た
る

一
品
二
半
に
あ
り
、
再
往
は
本
地
本
門
八
品
惣
体
門
の
体
内
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
本
地
惣
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
体
内
に
あ
る
惣
名
事
具
三
千
に
は
本
果
妙
事
具
三
千
と
本
因
妙
事
具
三
千
が
あ
り
、
先
づ
妙
境
即

ち
久
遠
の
理
の
辺
を
と
り
、
本
地
別
体
門
た
る

一
品
二
半
の
正
宗
の
意
に
約
し
て
本
地
本
門
妙
境
の
理
具

一
念
三
千
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ

れ
た
処
の
本
果
妙
事
具
三
千
を
明
す
と
、

こ
の
本
果
妙
の
事
具
三
千
は
本
地
別
体
門
に
た
る

一
品
二
半
正
宗
の
意
に
約
し
て
顕
わ
さ
れ
た
本
地
本
門
妙
境
の
理
具

一
念
三
千
に
し

て
、
本
尊
抄

（縮
九
一一一九
）
に

一
念
三
千
の
法
体
を
明
さ
れ
た
妙
判
に

今
本
時
′娑
婆
世
界
ハ離
レ
三
界
一
出
ち
四
劫
フ常
住
′浄
土
け
チ仏
既
二過
去
三
不
レ滅
セ未
来
二
不
¨
生
崚
所
花
以
テ同
体
け
り此
レ即
己
心
ノ
〓
一千

具
足
三
種

世
間
也
。

と
仰
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
御
文
に
門
祖
日
隆
聖
人
御
科
文
遊
ば
さ
れ
、

正
し
く
本
門
依
正
久
遠
の

一
念
三
千
の
鉢
を
顕
わ
す
。

と
仰
せ
ら
れ
、
こ
の
段
分
れ
て
、
更
に

本
門

一
品
二
半
の
正
宗
の
意
に
約
し
て
理
具

一
念
三
千
を
顕
わ
す
。

と
仰
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
図
解
す
る
と
、

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

本
地
本
門
久
遠
理
具

一
念
三
千

|

妙
境
|

|   |

三   互
千   具

|

|   |

十
界

依
正

依
報

正
報

○
此
即

―つ智―一‐ ‐̈
檄日い
五＋』げ同日一上
‐‐〓［疇畷日一‐‐
心法妙―三
千
理
智
――

‐衆
生
世
間

こ
れ
に
よ
つ
て
、
本
地
別
体
門
た
る

一
品
二
半
正
宗
の
意
に
約
し
て
明
さ
れ
た
本
地
本
門
妙
境
の
理
具

一
念
三
千
は
、　
一
往
法
身
久
遠
の

本
仏
所
証
の
果
上
の
妙
境
理
具
三
千
を
顕
わ
す
が
　
再
往
は
本
地
報
身
本
仏
の
所
証
所
顕
の
本
地
本
因
果
不
二

（本
地
別
体
門
の
実
相
）

の
久
遠
の
理
具
三
千
を
顕
は
す
も
の
に
し
て
、
こ
の
意
に
よ
れ
ば
即
ち
本
地
別
体
門

一
品
二
半
正
宗
の
意
に
よ
っ
て
顕
わ
さ
れ
た
十
界
依

正
の
法
相
は
、
そ
の
依
報
た
る
本
国
土
、
本
地
娑
婆
世
界
は
久
遠
報
身
本
仏
が
妙
智
を
以
て
照
し
顕
わ
さ
れ
た
依
報
の
国
土
な
る
故
に
三

災
四
劫
を
出
離
し
た
本
地
浄
土
で
あ
り
、
そ
の
正
報
の
仏
界
は
常
住
不
滅
で
あ
り
、
九
界
も
同
体
、
常
住
不
滅
不
変
の
同
体
互
具
の
十
界

で
あ
る
。
本
果
の
仏
界
、
本
因
の
九
界
同
体
互
具
す
る
十
界
不
変
常
住
の
法
相
を
顕
わ
し
て
己
心
に
観
ず
る
故
に
久
遠
の
理
具
三
千
を
顕

わ
す
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
本
因
本
果
不
二
の
不
変
常
住
の
理
が
顕
わ
れ
、
こ
の
三
千
法
理
が
十
方
界
に
遍
満
す
る
故
に
我
等
の
経
力
信
心

の
己
心
に
不
変
常
住
の
理
具
三
千
を
具
す
る
こ
と
と
な
り
久
遠
の
理
具
三
千
が
あ
わ
れ
る
の
で
あ
り
こ
の
理
具
三
千
は
本
果
妙
事
具
三
千

| | | |
九 仏 九 仏
界 界 界 界
| | | |
所 仏 離 今
化 既 三 本
以 過 災 時
同 去 ○ 娑
体   浄 婆

| |十 1

埜後
~丁

赤妙 発
|    |
一卜
三
千
理
境
―

冥
合
―
|

理

境
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り 同 そ の 仏 千 地 次
て 体 の 修 の の 本 に
而 の 正 智 妙 法 門 妙

曾営:言嘗:言 :曾   ぶ

り て 死 に 報 行 具 二  信 惣

手 穆 響 元 aT手 普  
′

晋°
を の 四 相 顕 を 本  |

此 顕 中 劫 は わ あ 地  三
の わ に を 久 す ら 本

智充夕饉嚢企学異 千
随 界 な し 身 の の 品
縁 で が な 本 妙 で の
久 あ ら が 仏 智 あ 体
遠 る 而 ら 仏 事 り 内
の 故 も 娑 界 具 ま に
仏 に 三 婆 釈 三 す 取
界 こ 災 即 尊 千

°
り

九 れ 四 事 の を こ 入
界 亦 劫 寂 証 顕 の れ
本 生 を 光 智 わ 意 ⌒
因 死 出 の と し に 能
本 無 た 浄 九

｀
よ 摂

果 常 る 土 界 能 れ し
而 の 仏 で 上 証 ば て
三 中 界 あ 行 能 一 ×
し に 九 り 菩 顕 念
て あ 界

｀
薩 の 三 本

|

妙
境

|

|   |
依   十
正   界
三   互
千   具
|   |
正   依
報   報
|   |
| | | |
九 仏 九 仏
界 界 界 界
| | | |
所 仏 離 今
化 既 三 本
以 過 災 時
同 去 ○ 娑
体 ○ 浄 婆

土
| | | |
本 本   |
因 果 嚢奮

に
摂
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
地
本
門
久
遠
事
具

一
念
三
千

事

智
―
―

」̈十三千事境―

少

―
冥
合
―
―
事
智
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

事
具
三
千
を
顕
わ
す
、
こ
れ
が
即
ち
本
地
久
遠
の
事
具
三
千
、
妙
智
の
三
千
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
本
地
の
妙
境
た
る
久
遠
の
理
具
三
千
に

よ
つ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
本
果
妙
事
具
三
千
と
、
本
地
の
妙
智
た
る
久
遠
の
事
具
三
千
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
本
因
妙
事
具
三
千
が

（惣

在
が
横
の
場
合
）
境
智
冥
合
し
て
、
即
ち
本
果
妙
事
具
三
千
は
本
因
妙
事
具
三
千
に
能
摂
せ
ら
れ
て
、
こ
の
本
因
妙
事
具
三
千

（惣
名
事

具
三
千
）
を
惣
名
妙
法
蓮
華
経
の
体
内
に
摂
め
て
末
代
下
種
の
一
切
衆
生
に
授
与
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
御
指
南
に
、

（隆
全
九
、
大
八
―
九
）

本
尊
抄
に
は
始
め
と
中
と
は
、
上
の
五
の
夫

一
心
．具
二十
法
界
等
一の
文
と
、
弘
の
五
の
当
知
身
土
二
念
三
千
の
文
を
引
き
そ
の
一
念

三
千
の
義
を
ば
本
因
本
果
の
経
文
を
引
き
て
事
の
三
千
を
釈
す
る
也
、
こ
れ
は
本
因
本
果
の
所
覚
の
法
を
以
て
事
の
三
千
妙
法
を
成
ず

る
也
、
そ
の
次
下
に
事
の
三
千
を
以
て
、
妙
法
五
字
に
裏
む
時
、
先
づ
三
千
の
実
体
を
釈
し
て
云
く
、
今
本
時
の
娑
婆
世
界
是
れ
即
ち

己
心
の
三
千
具
足
三
種
世
間
也

と
御
指
南
あ
り
、
御
指
南
の
当
抄
本
尊
抄
の
御
文
は
巻
頭
に
止
の
五
の
文
を
撰
出
あ
り
て
、
次
に
弘
の
五
の
文
を
引
き
、
こ
の
本
疏
と
末

疏
の
両
文
の
間
に
、
本
因
本
果
の
経
文
を
ひ
き
て
、
本
因
本
果
の
事
具
三
千
を
釈
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
御
指
南
の
文
を
本
尊
抄
に
求
め
た
な
ら
ば
、

間
テ云
ク法
華
経
ハ何
レノ文
ゾ天
台
ノ釈
ハ如
何
。
答
テ
曰
ク法
華
経
第

一
方
便
品
二云
ク欲

令̈
一卜衆
生
ヲメ開
一
仏
知
見
一等
ニ
ム
是
レ
ハ九
界
所
具
′

仏
界
也
。
寿
量
品
．云

如
レ是

我
成
仏

テ
ョピ
来
甚
大
．久
遠

り寿
命
無
量
阿
僧
祗
劫
常
住
．シァ
レ
滅

。
諸

善
男
子
我
本
行
一一菩
薩

道
一

所
”成
セ
シ寿
命
今
猶
未
¨
尽
キ復
倍
一
り上
数
一等
三
ム
此
経
文
ハ仏
界
所
具
ノ九
界
也
。

と
あ
り
。
当
文
以
下
の
御
本
文
は
本
因
本
果
の
事
具
三
千
の
義
を
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
御
指
南
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

更
に
こ
の
事
具
三
千
を
結
び
て
弘
の
文
に

「当
知
身
土

一
念
三
千
〇

一
身

一
念
遍
於
法
界
」
と
結
ば
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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而
し
て
そ
の
次
下
の
文
に
、
こ
の
本
因
本
果
の
事
の
一
念
三
千
を
以
て
、
妙
法
五
字
に
裏
む
時
、
先
づ
事
具
三
千
の
実
体
を
釈
し
て
云

く
と
、
御
指
南
あ
り
て
本
尊
抄
の
事
具
三
千
の
法
体
を
明
さ
れ
た
、

「
今
本
時
の
娑
婆
世
界
等
」
の
四
十
五
字
の
事
具
三
千
の
実
体
を
明

ら
か
に
し
て
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
裏
み
摂
め
て
、
そ
の
次
の
御
文
に
、

（縮
九
四
〇
）

此
本
門

肝
心

於
二
南
無
妙
法
蓮
華
経

五
字
一仏
猶
文
殊
薬
王
等
．モ不
レ
付
二属

タ
マど
一何
．況

其
己
下

ャ乎
。
但
召
二地
涌
千
界
一説
二

八
日Ｔ
付
二属

　
之
↓

と
妙
判
あ
り
て
、
本
因
本
果
本
国
土
三
妙
合
論
事
の
一
念
三
千
を
ば
本
門
上
行
要
付
の
惣
在
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
本
尊
に
一暴
み
収
め
て
上

行
に
付
属
し
そ
の
本
尊
を
、
本
尊
抄
に

「
其
本
尊
為
鉢
」
と
但
限
八
品
の
本
尊
を
御
指
南
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
但
限
八
品
の
本
尊
は
す
で
に
本
因
果
国
三
妙
合
論
事
の
一
念
三
千
の
妙
法
蓮
華
経
を
収
め
裏
ん
で
い
る
の
で
あ
り
ま
し

て
、
こ
の
御
指
南
の
意
は
、　
一
品
二
半
を
正
意
と
す
る
諸
門
流
の
諸
師
が
、
本
因
果
国
三
妙
合
論
事
具
三
千
を
ば
、
本
尊
南
無
妙
法
蓮
華

経
の
法
体
で
あ
る
と
論
ず
る
の
は
惣
別
を
無
視
す
る
も
の
と
破
し
て
、
本
門
の
肝
心
た
る
上
行
要
付
の
本
尊
は
三
妙
合
論
事
の
三
千
を
摂

め
て
を
り
惣
在
し
て
あ
る
こ
と
を
御
指
南
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
上
行
要
付
の
本
尊
は
能
生
能
開
能
摂
で
あ
り
、
事
具
三
千
は
所
生
所
開
所

摂
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
唱
法
華
題
目
抄

（縮
三
四
こ

に

其
上
法
華
経
の
肝
心
た
る
方
便
寿
量
の
一
念
三
千
久
遠
実
成
の
法
門
は
妙
法
二
字
に
お
さ
ま
れ
り
。

と
仰
せ
ら
れ
、　
一
念
三
千
法
門

（縮
一一〇
八
）
に

一
念
三
千
の
観
念
も

一
心
三
観
の
観
法
も
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
納
れ
り
。

と
仰
せ
ら
れ
又
同
抄

（縮
一一〇
九
）
に

一
念
三
千

一
心
三
観
等
の
観
心
計
が
法
華
経
の
肝
心
な
る
べ
く
ば
。
題
目
に
十
如
是
と
置
く
べ
き
処
に
。
題
目
に
妙
法
蓮
華
経
と
置
れ

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

た
る
上
は
不
レ
及
二
子
細
一

と
仰
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。九

　
総
名
妙
法
蓮
華
経
と
別
体
事
具
三
千
の
同
異
に
つ
い
て

次
に
総
名
妙
法
蓮
華
経
と
事
具
三
千
の
同
異
に
つ
い
て
述
べ
る
と

日
行
聖
人
の
本
尊
抄
講
義
に
総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
同
異
に
つ
い
て
、
間
答
を
設
け
、

間
う
、　
一
念
三
千
の
珠
を
以
て
、
妙
法
五
字
の
袋
の
内
に
裏
む
と
は
、　
Ｔ
一千
を
珠
と
云
い
、
妙
法
を
袋
と
い
う
、
故
に
珠
の
三
千
は

勝
れ
、
袋
の
妙
法
は
お
と
る
と
い
う
べ
き
か
）
三
千
の
珠
は
す
ぐ
れ
、
妙
法
の
袋
は
お
と
る
と
い
う
べ
し
や
。

答
う
、
爾
る
べ
か
ら
ず
、
次
に
記
す
る
が
如
く
、　
一
念
三
千
の
体
と
、
五
字
の
名
と
妙
体
倶
実
の
事
の
一
念
三
千

（故
に
）
即
妙
法
に

し
て
、
優
劣
な
き
な
り
、
故
に
こ
の
珠
は
無
償
の
宝
珠
の
袋
に
つ
つ
み
て
、
珠
と
袋
と
同
等
に
し
て
、
常
恒
に
し
て
こ
の
袋
に
珠
を
裏
み

て
相
離
れ
ざ
る
処
の
大
宝
な
り
、
大
田
抄

（縮
一
七
壬

じ
云
く

此

一
念
三
千
の
宝
珠
を
ば
妙
法
五
字
の
金
剛
不
壊
の
袋
に
入
れ
て
末
代
貧
塩
の
我
等
衆
生
の
為
に
残
し
置
か
せ
給
ひ
し
也
。　
と
云
云

更
に
問
う
、
本
門
の
意
、
名
体

一
如
の
故
に
三
千
と
妙
法
と
は
、
珠
と
袋
と
不
同
な
し
と
い
わ
ば
、
御
文
段
の
如
く

（不
識

一
念
三
千

…
…
袋
内
裏
二此
珠
一言
ム
と
ぃ
ぅ
べ
か
ら
ず
）
本
門
の
理
具
三
千
の
珠
を
以
て
、
本
門
の
総
名
の
五
字
の
袋
に
つ
つ
む
と
い
わ
ば
、
こ
れ

す
で
に
本
門
の
総
名
と
本
門
の
別
体
と
勝
劣
あ
る
が
故
な
り
。

答
う
、
所
難
の
如
し
、
但
し
、
こ
の
時
は
総
名
所
摂
の

（本
門
理
具
の
三
千
は
）
功
徳
の
義
な
り
。
謂
く
、
本
門
総
名
所
摂
の
功
徳

は
、
広
く
、
万
法
を
摂
す
る
が
故
な
り
。
故
に
本
門
の
総
名
は
勝
れ
、
本
門
の
理
具
三
千
は
劣
る
が
故
に
裏
ま
ず
と
い
う
べ
か
ら
ず
、
す
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で
に
理
具
三
千
を
、
事
具
三
千
に
摂
む
る
が
故
に
本
門
の
事
具
三
千
を
も
裏
む
と
い
う
べ
し
、
而
し
て
、
事
具
三
千
と
、
妙
法
五
字
と
は

名
体

一
如
の
故
に
、
妙
即
三
千
、
三
千
即
法
に
し
て
、
能
摂
の
妙
法
と
所
摂
の
三
千
と
は
、　
一
如
な
る
の
み
。

尋
て
云
く
、
本
門
の
三
千
と
、
本
門
の
惣
名
と
、
勝
劣
な
し
と
い
う
証
拠
如
何
。

答
う
、
本
門
の
妙
法
蓮
華
経
は
、
名
体
倶
実
の
故
な
り
、
倶
、
惣
名
と
本
門
事
具
三
千
の
不
同
は
名
体
の
意
な
り
、

と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
御
指
南
に

（隆
全
一
、
〓
一九
）

諸
御
抄
に
同
意
の
二
辺
是
れ
あ
り
、
観
心
本
尊
抄
に
、　
天
「本
時
娑
婆
乃
至
三
種
世
間
是
也
等
」
と
判
じ
て
、　
↑
」れ
は
三
妙
合
論
事

の
一
念
三
千
）
、　
こ
の
本
門
の
肝
心
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
等
と
書
き
玉
う
間
、
妙
法
蓮
華
経
と
、　
一
念
三
千
と
同
体
な
り
、
所
詮
本
門

十
妙
そ
の
証
な
り
、
日
蓮
大
士
は
、
本
門
の
意
に
て
名
体

一
如
の
本
因
妙
五
重
玄
を
成
ず
る
故
に
、
本
門
十
妙
体
具
の
本
因
果
国
三
千

を
観
心
本
尊
抄
に
ひ
き
う
つ
す
間
、
総
名
ケ
家
の
三
千
な
れ
ば
、
妙

法
蓮
華

経
と
三
千
と
は
、
同
体
な
り
。
謂
く
、
総
名
久
遠
な
れ

ば
、
三
千
も
常
住

（久
遠
）
な
り
、
故
に
名
体
不
二
に
し
て
、
妙
法
蓮
華
経
と
三
千
と
同
体
な
り
。

又
尋
ね
て
云
く
、
諸
御
抄
に
妙
法
蓮
華
経
と

一
念
三
千
と
異
な
る
辺
こ
れ
在
り
、
そ
の
相
如
何
。

答
う
、
妙
法
、
三
千
は
名
体
の
異
な
り
、

（妙
法
と
は
行
師
の
、
妙
即
三
千
と
云
わ
れ
た
妙
法
で
あ
り
、
三
千
は
本
門
の
事
具
三
千
で

あ
り
ま
す
。
）

”
て
、
天
台
内
壼
本
密
、
玄
義

一
部
は
名
は
真
な
り
、
体
は
実
な
り
、
是
れ
に
骨
て
、
玄
義

一
に
云
く
、
此
妙
法
蓮
華
経
者
本
地
甚
深

之
奥
蔵
也
と
云
え
り
、
始
め
の
妙
法
蓮
華
経
と
は
名
体
な
り
、
本
地
甚
深
と
は
宗
也
、
是
の
如
く
名
体

一
如
な
り
と
雖
も
、
意
密
に
あ

る
を

一
念
三
千
と
名
付
け
、
こ
の
三
千
の
中
の
仏
界

（
一
念
三
千
）
、　
本
因
妙
名
字
即
の
口
密
に
出
づ
れ
ば
、
妙
法
蓮
華
経
な
り
、
故

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

に
、
名
の
辺
は
名
字
即
の
位
に
あ
っ
て
下
機
を
救
く
る
な
り
、
意
密
の
三
千
は
尚
観
行
に
在
り
、
故
に
こ
の
観
行
は
曾
谷
抄
の
如
く
、

但
、
信
心
の
位
の
妙
法
蓮
華
経
に
あ
る
を
三
千
と
名
づ
く
る
故
に
、
名
字
ケ
家
の
観
行
即
な
り
。
こ
の
観
行
即
の
三
千
は
、
久
遠
下
種

の
種
子
な
り
と
雖
も
、
開
目
抄
の
下
巻
の
如
く
、
末
代
我
等

一
分
の
慧
解
も
こ
れ
な
き
故
に
、
観
心
抄
の
末
に
、
妙
法
五
字
を
以
て

一

念
三
千
を
裏
み
、
末
代
幼
稚
の
衆
生
を
た
す
く
、　
↑
」
の
三
千
を
ば
名
字
即
の
三
千
に
摂
し
て
即
ち
、
大
智
門
の
三
千
を
ば
大
悲
門
の

三
千
に
摂
め
て
妙
法
五
字
に
裏
む
）
等
と
示
す
が
故
に
、
十
章
抄

（縮
工（
七
五
）
の
如
く

「
日
本
国
在
家
の
者
に
は
但

一
向
南

無
妙
法

蓮
華
経
と
唱
え
さ
す
べ
し
。
」

と
御
指
南
あ
り
、
以
上
の
如
く
名
体

一
如
す
れ
ば
、
三
千
と
妙
法
は
同
体
で
あ
り
、
同
体
な
り
と
雖
も
、
名
体
の
相
違
あ
り
、
即
ち
、
日

業
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
う
れ
ば
、
妙
法
蓮
華
経
は
惣
名
惣
在
で
あ
り
、
意
業
に
こ
れ
を
摂
め
て
事
具

一
念
三
千
を
信
ず
れ
ば
惣
名
は
す

ぐ
れ
、
事
具
三
千
の
体
は
劣
る
な
り
。

か
く
の
如
く
妙
法
蓮
華
経
と

一
念
三
千
を
名
体
に
約
し
て
論
ず
る
処
の
妙
法
蓮
華
経
は
、
事
具
三
千
を
妙
法
蓮
華
経
と
な
す
処
の
別
体

の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
故
に
次
の
御
指
南

（隆
全
一
、
一
三
Ｊ

に

述
門
よ
り
本
門
は
下
機
を
摂
す
る
な
り
。
と
易
行
の
宗
旨
を
定
め
玉
う
間
、
日
蓮
宗
顕
露
教
観

（本
地
に
し
て
日
業
正
意
、
妙
法
経
力

に
よ
る
観
心
）
の
一
節
は
但
教
弥
実
位
弥
下
の
宗
旨
な
る
間
、
名
体
惣
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
貴
賤
こ
れ
を
唱
う
。

（貴
賤
の
二
字

は
仏
と
凡
夫
也
）
是
れ
三
世
諸
仏
説
法
の
儀
式
と
定
む
る
が
本
因
妙
名
字
即
の
上
行
日
密
の
語
言
陀
羅
尼
の
信
行
也
。

と
御
指
南
あ
り
。
こ
の
御
指
南
に
よ
り
名
体
の
同
異
を
論
ず
る
妙
法
蓮
華
経
は
、
別
体
の
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、
上
行
所
伝
の
妙
法
蓮
華

経
は
名
体
を
惣
在
す
る
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
拝
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
別
体
の
妙
法
蓮
華
経
は
、
本
門
の
事
具
三
千
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に
名
づ
け
ら
れ
た
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、
惣
体
の
妙
法
蓮
華
経
は
今
の
御
指
南
の
如
く
名
体
惣
在
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
ま
す
。

十
　
妙
法
は
能
裏
、

三
千
は
所
裏

の
関
係
に
つ
い
て

本
尊
抄
の
結
文
に

（縮
九
四
九
）

不

識̈
一
一
念
三
千
一者
員
仏
起
一大
慈
悲
一
妙
法
五
字
袋
内
裏
一テ此
珠
一令
」
フ懸
一末
代
幼
稚
′頸
一。ニ

と
妙
判
し
玉
う
故
に
、
妙
法
蓮
華
経
は
能
裏
で
あ
り
、
事
具
三
千
は
所
裏
で
あ
り
ま
す
。

所
裏
の
事
具
三
千
と
は
前
述
の
如
く
本
因
本
果
本
国
土
事
具
三
千
妙
法
蓮
華
経
の
中
に
於
て
、
本
果
妙
の
事
具
三
千
を
本
因
妙
の
事
具

三
千
に
摂
め
て
、
総
在
妙
法
蓮
華
経
に
裏
み
て
末
代
幼
稚
の
頸
に
か
け
さ
じ
め
た
ま
う
た
の
で
あ
り
ま
す
。

天
台
外
宜
の
一
念
三
千
は
述
中
述
門
の
十
如
実
相
に
よ
り
て
成
立
せ
ら
れ
た
述
門
の
理
具
三
千
で
あ
り
、
記
小

（方
便
品
四
仏
知
見
の

文
）、
及
び
記
小
久
成
合
論
の
一
念
三
千

（寿
量
品
の
六
句
実
相
）
で
あ
り
ま
す
。

天
台
内
壼
の
事
具
三
千
と
は
久
成
の
本
因
果
国
三
妙
合
論
の
事
具
三
千
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
本
因
果
国
三
妙
合
論
の
事
具
三
千
を
ば
、
開
目
抄

（縮
七
ユ（
五
）
に

爾
前
述
門
の
十
界
の
因
果
を
打
破
っ
て

（述
中
諸
経
の
述
門
実
相
の
理
具
三
千
を
破
廃
し
て
）
本
門
の
十
界
の
因
果
を
説
き
顕
す
、
是

一
れ
則
ち
本
因
本
果
の
法
門
也
。
と
あ
り
本
因
本
果
の
法
門
と
は
事
具

一
念
三
千
の
教
理
で
あ
り
ま
す
。

故
に
九
界
も
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
っ
て
真
の
十
界
互
具
、
百
界
千
如

一
念
三
千
な
る
べ
し
。

と
示
さ
れ
た
三
妙
合
論
の
事
具
三
千
で
あ
り
ま
す
。
か
く
の
如
く
本
地
本
門
の
本
地
の
十
界
、
即
ち
真
の
十
界
が
互
具
す
る
故
に
、
本
果

妙
の
仏
界
に
十
界
互
具
ｔ
、
本
因
本
果
の
正
報
と
、
本
国
土
の
依
報
と
互
具
し
て
三
妙
合
論
の
事
具
三
千
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
本

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

―- 67 -―



総
名
妙
法
蓮
華
経
ｔ
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

果
妙
の
三
妙
合
論
の
事
具
三
千
で
あ
り
、
本
因
妙
九
界
に
も
十
界
互
具
し
て
、
本
因
本
果
の
正
報
之
本
国
上
の
依
報
互
具
し
、
三
妙
合
論

し
て
本
因
妙
の
事
具
三
千
を
顕
わ
す
。

前
者
の
本
果
妙
の
三
千
は
大
智
門
の
事
具
三
千
で
あ
り
後
者
は
大
悲
門
の
事
具
三
千
で
あ
り
ま
す
。
か
く
の
如
く
本
果
妙
の
事
具
三
千

本
因
妙
の
事
具
三
千
の
あ
る
こ
と
が
、
開
目
抄
の
妙
判
に
、

九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
具
す

と
判
じ
玉
う
処
に
本
因
妙
の
事
具
三
千
、
本
果
妙
の
事
具
三
千
の
あ
る
こ
と
示
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
本
因
本
果
の
法
門
で
あ
る
が
故
に
互
に
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
故
に
御
指
南
の
如
く
本
因
妙
三
千
と
本
果
妙
三
千
が
成
立

す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
述
中
述
門
の
理
具
三
千
は
十
界
互
具
し
、
百
界
千
如

一
念
三
千
の
法
理
を
諸
法
実
相
三
諦
円
融
即
ち
十
如

三
諦
の
理
に
こ
れ
を
求
め
、
本
地
本
門
の
事
具
三
千
は
本
因
本
果
の
法
理
に
こ
れ
を
求
め
、
今
の
開
目
抄
の
妙
判
の
ご
と
く
本
因
本
果
の

法
門
也
ど
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

御
指
南
に

（隆
全
四
、
五
一
八
）

本
門
十
妙
の
中
、
始
の
三
妙
を
以
て
、
三
千
は
所
裏
、
妙
法
蓮
華
経
は
能
裏
の
証
拠
を
出
し
玉
う
な
り
。
云
く
本
因
本
果
本
国
上
の
三

妙
は
、
事
の
一
念
三
千
に
し
て
所
裏
な
り
、
十
妙
の
妙
法
蓮
華
経
は
但
是

一
の
妙
法
蓮
華
経
な
り
是
れ
能
裏
な
り

と
仰
せ
ら
れ
て
本
門
の
事
具
三
千
は
本
地
本
門
の
妙
法
蓮
華
経
の
妙
の
一
字
即
ち
総
名
に
惣
在
せ
ら
れ
た
本
門
十
妙
の
本
因
本
果
本
国
土

三
妙
合
論
の
事
具
三
千
で
あ
る
か
ら
、
事
具
三
千
は
所
裏
で
あ
り
、
十
妙
を
総
在
す
る
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
能
裏
で
あ
る
と
能
裏
、
所
裏

を
証
明
せ
ら
れ
た
の
で、あ
り
、
同
時
に
三
妙
合
論
の
三
千
は
三
妙
を
以
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
南
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
れ
ば
開
目
抄
の
妙
判
の
如
く
本
因
本
果
本
国
土
三
妙
合
論
の
三
千
は
、
実
相
三
諦
の
理
に
よ
っ
て
成
立
す
る
述
門
の
十
如
三
諦
を
破
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廃
し
て
本
因
本
果
の
法
理
に
よ
り
て
成
立
す
る
本
門
の
事
具
三
千
を
顕
わ
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て
本
因
本
果
の
事
具
三
千
が
、
本
門
十
妙
の
中
三
妙
に
よ
っ
て
組
立
ら
れ
、
そ
の
本
門
の
十
妙
を
惣
在
す
る
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る

か
ら
、
妙
法
蓮
華
経
は
も
と
ょ
り
能
裏
で
あ
り
、
事
具
三
千
は
所
裏
で
あ
る
と
指
南
さ
れ
た
前
出
の

「謂
く
本
因
本
果
本
国
土
は
事
の
三
千
、
所
裏
な
り
、
十
妙
の
妙
の
一
字
は
但
是
れ

一
の
妙
法
蓮
華
経
也
。
」

と
あ
る
文
に
よ
り
て
結
要
付
属
の
総
要
妙
法
蓮
華
経
の
体
内
に
事
具
三
千
の
妙
法
が
惣
在
せ
ら
れ
て
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
御
指
南
に
十
妙
総
在
の
妙
法
蓮
華
経
と
指
南
さ
れ
て
あ
る
。

故
に
御
妙
判
に
そ
の
義
を
示
し
て
、
兄
弟
抄

（縮
一一四
一じ

智
者
大
師
再
び
仏
教
を
あ
き
ら
め
さ
せ
給
う
の
み
な
ら
ず
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
の
蔵
の
中
よ
り

一
念
三
千
の
如
意
宝
珠
を
取
り
出
し

て
、
三
国
の
一
切
衆
生
に
普
く
与
え
給
え
り
。

と
仰
せ
ら
れ
て
あ
る
の
は
天
台
外
宜
の
止
観
の
理
具
三
千
に
し
て
、
こ
の
述
門
の
理
具
三
千
の
法
理
を
述
門
の
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
の
蔵

の
中
よ
り
取
出
し
て
止
観
に
こ
れ
を
述
べ
て
三
国
の
一
切
衆
生
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

而
る
故
に
本
門
の
事
具
三
千
は
本
門
の
結
要
付
属
の
総
要
、
以
要
言
之
の
総
在
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
蔵
の
中

（体
内
）
よ
り
取
出
し
て

開
目
抄
に
説
き
示
し
て
永
異
諸
経
の
宝
と
し
て
こ
れ
を
示
し
、
本
尊
抄
の
結
文
に
別
し
て
本
門
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
こ
の
事
具
三

千
を
摂
め
て
妙
法
五
字
に
裏
ん
で
末
代
の
一
切
衆
生
に
授
与
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

開
目
抄
に
妙
判
せ
ら
れ
た
本
因
本
果
の
法
門
た
る
事
具

一
念
三
千
は
永
異
諸
経
と
し
て
顕
わ
さ
れ
た
久
遠
成
道
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
処

の
法
門
教
理
に
し
て
、
久
遠
成
道
は
本
地
久
遠
の
本
仏
で
あ
り
、
こ
の
久
遠
本
仏
は
事
具

一
念
三
千
を
覚
っ
た
能
覚
の
仏
で
あ
り
事
具

一

念
三
千
は
所
覚
の
法
で
あ
り
、
こ
の
能
覚
の
久
遠
本
仏
に
つ
い
て
は
本
果
妙
の
本
仏
釈
尊
上
行
と
本
因
妙
本
仏
釈
尊
上
行
が
あ
り
、
而
し

総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て
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総
名
妙
法
蓮
華
経
と
一
念
三
千
の
関
係
に
つ
い
て

て
上
行
菩
薩
に
総
要
を
付
属
さ
れ
た
釈
尊
は
本
因
妙
の
本
仏
釈
尊
に
し
て
こ
の
こ
と
は
至
る
処
に
御
指
南
さ
れ
て
あ
り
、

下
種
の
為
に
は
八
品
を
説
て
本
果
を
以
て
裏
と
な
し
、
本
因
妙
を
面
と
な
し
、
本
果
の
釈
尊
を
以
て
本
因
妙
の
上
行
と
顕
れ
因
果
同
体

の
本
仏
と
し
て
本
果
の
方
を
ば
師
と
な
し
、
本
因
妙
の
方
を
ば
弟
子
と
顕
し
以
要
言
之
し
て
上
行
に
要
法
を
付
し

（隆
全
四
・
五
一
五
）

と
示
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
能
覚
の
釈
尊
に
本
果
妙
本
仏
　
本
因
妙
本
仏
が
あ
る
ご
と
く
そ
の
所
覚
の
法
た
る
事
具

一
念
三
千
に
も
大
智
門
の
三
千
即
ち
本
果

妙
事
具
三
千
と
大
悲
門
の
三
千
本
因
妙
事
具
三
千
の
二
つ
が
あ
り
、
本
果
妙
の
三
千
を
本
因
妙
の
三
千
に
摂
め
こ
れ
を
総
名
南
無
妙
法
蓮

華
経
の
要
言
の
法
に
摂
め
て
、
本
因
妙
本
仏
が
本
因
妙
上
行
に
以
要
言
之
し
て
末
代
下
種
の
為
に
付
属
せ
ら
れ
た
故
に
事
具
三
千
は
所
裏

に
し
て
総
名
妙
法
蓮
華
経
は
能
裏
な
の
で
あ
り
ま
す
。
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